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序

論 

 
江

戸
幕

府

は
、

仏
教
各

宗

に
対

す

る
学

問
の
奨

励

に
取

り

組
む

な
ど
僧

侶

の
学

事
を
振

興
し
た

。
そ
の

中

で
、

浄
土
真
宗

も
「

学

寮

」
・
「

学
林

」
等
と

称
さ

れ

た
教

育

機
関

を
設
け

る

こ
と

に

な
る

。
そ
こ

で
「

宗
乗

」
に
対

し
て

、
「

余
乗

」
で

最
も
一
般

的
に
進

め

ら

れ

た
の

が

仏
教

の
基
礎

学

と
い

わ

れ
て

き
た
性

相

学
で

あ

る
。

性
相
学

と

い
わ

れ
る
倶

舎
・
唯

識
教
学

の

研
究
は
南
都

に

お
い

て

法

相

宗
が

そ

の
中

心
で
あ

っ

た
が

、

興
学

の
風
潮

の

中
で

真

宗
に

お
い
て

も

研
鑽
さ

れ
る

よ
う
に

な

っ
た

。

ま
た

、
唯
識

の
付
属

学

と

さ

れ
る
「

因
明

1

」

も
、

東

西
二
派

（
大

谷
派
・

本

願
寺

派

）
で

学
ば
れ

る

よ
う

に
な
っ

た
も
の

で
あ
る

2

。 

真

宗

教
学

史

上
で

極
め
て

重

要
な

位

置
を

占
め
る

「

三
業

惑

乱
」

と
い
う

宗

義
論
争

は
、

こ
の
よ

う

な
状

況

の
中

で
起
こ

っ
た

。

そ

の

起
因

は
、
宝
暦

一
四
（
一

七

四
六
）
年

に
刊

行

さ
れ

た

功
存
（

一
七

二

〇
―
一

七
九

六
）
の
『
願

生

帰
命
弁

3

』
（
以
下

、
『

帰
命

弁

』
）
を
支

柱
と
し

て
形

成

さ
れ

た
「
欲

生

正
因

」
・
「
三
業

帰
命

」
説
で

あ

る

。
さ

ら
に

、
後
の
時

代
に

至

っ
て

は

、
智

洞
（

一
七
三

八

―

一
八

〇

五
）

に
よ
っ

て

「
三

業

帰
命

」
の
儀

則

を
も

っ

て
信

心
獲
得

と

す
る

教
学
体

系
が
確

立

さ
れ
た

4

。 

 

し

か
し

、
こ
う

し
た
姿

勢

を
受

け

て
、

在
野
の

学

匠
に

お

い
て

は
そ
の

軌

が
一

と

な
っ
た
わ
け

で
は
な

く

、
む
し
ろ
批
判

的
姿

勢

が

見

受
け

ら

れ
る

。
そ
の

こ

と
に

つ

い
て

、
大
原

性

実
氏

が

、 

『

帰

命
弁
』
に

対
し

て
第

一

矢
を

放

っ
た

の
は
僧

樸

の
門

人
、
泉
州

の
大

麟

で
あ

っ

て
、『
真
宗

正

偽
編
』
が

そ
の
駁
論

の
書
で 

あ

る
。
次
で
第

二
矢

を
送

っ

た
の

が

讃
岐

の
大
谷

派

宝
厳

で

あ
る

。『
興

復

記
』
即

ち
こ
れ

で
あ

る
。
而
し

て
最
後

に
精

緻

な
る 

論
理
を
以
て
論
鋒
堂
々
完
膚
な
き
ま
で
に
剔
抉
し
て
遂
に
起
つ
能
は
ざ
ら
し
め
た
の
が
大
瀛
の
『
横
超
直
道
金
剛
錍
』
で
あ
る

5

。 

と

述

べ
ら

れ

る
よ

う
に
、

各

方
面

の

論
客

か
ら
『

帰

命
弁

』

に
対

す
る
反

駁

書
が

著
さ
れ

て
き
た

。

ま
た
、

井
上
見
淳
氏

が

、 
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教
学

史

的
に

見
れ
ば

、

三
業

派

と
は

批
判
を

受

け
る

こ

と
で

強
固
な

教

学
を

形

成
し
て
い
っ
た

面
を
有

し
て

い
る
が

、

対
す

る 

 
 

非
三

業

派
の

論
究
は

そ

れ
を

遙

か
に

上
回
る

高

精
度

で

先
鋭

化
し
、

お

そ
ら

く

大
瀛

の
『
横

超

直
道

金
剛
錍

』
を
も
っ

て
そ
れ 

 
 

が
頂

点

に
達

し
三
業

説

は
や

ぶ

れ
た

6

。 

と

指

摘
さ

れ
て
い

る
よ
う
に

、
各
方

面
の

論

客
の

中

、『
帰

命

弁
』
に

対
す

る

随
一

の

反
駁

書
が
大

瀛
（
一
七

五
九

―
一
八

〇
四

）
の

『

横

超
直

道

金
剛
錍

7

』
で

あ

ろ
う

。 

そ

し

て
、

本

稿
で

取
り
上

げ

る
『

横

超
直

道
金
剛

錍
』
の

初

稿
本

に
つ
い

て

は
、
大

瀛
門
下
で
あ
る

道
振

（

一
七

七
三
―

一
八

二

七

）

の
『

行

信
桑

名
記
』
に

、 

 
 

吾
芿
園

ハ
護

法
ノ
大

丈

夫
ナ

リ

。
身

ヲ

殺
シ

テ

法
門

ニ

従
事

ス

。
金

錍

ヲ
著

ス

ル
ノ
夏
（
寛

政
九
年

）
。
旧
痾

頻
リ

ニ
発
テ

。
殆

ン

ト

死
ニ

ナ

ン
〳
〵
ト
ス

ル
ト
キ

ニ

。
病

ニ
広
陵

ノ

水
楼
（

芿
園

居

）
ニ

臥

ス

。
京

師
ヨ

リ
還
ル

モ
ノ
語

テ
曰
ク

。
新
義
マ

ス
〳
〵

盛

ニ

シ
テ

蕭
墻
（

内
乱
）

ノ

患
難

ニ

。
実

ニ
本
廟

ノ

安
危

ニ

係
ル

ト
。
コ

レ

ヲ
聞

テ

憤
起

シ
テ
病

ヲ
力
テ

筆
硯
ヲ

事
ト
ス
。

神

気

昏

朦
倒

ン

ト
ス

ル
コ
ト

数

回
。
乃
テ

人

参
ヲ
口

ニ

シ
テ

著

述
功

ヲ
ハ
ル

。
後

数

年

ナ
ラ
ズ

遂
ニ

東

武
ニ

シ

テ
物

故
ス
。
疾

病

ナ

ル

際

ニ
モ
。
介

爾

モ
思
郷

ノ

情
ナ

ク

。
一

言
後
事

ヲ

イ
ハ

ズ

。
一

代
ノ
志

ハ

。
タ

ヽ

邪
説

ヲ
駆
去

テ
正
義

ヲ

恢
復

セ
ン
ト

ス

8

。 

と

語

ら
れ

て

い
る

。
こ
の

大

瀛
が
死

力
を

尽
く
し

て

著
し

た

も
の

こ
そ
が

、

右
に

い
う
「

金
錍
」
、
す

な
わ
ち
『
浄

土
真
宗

金
剛

錍

』

（

以

下

、
『

金
剛
錍

』
）
で

あ

る
。 

さ

て

、
い

ま

い
う

大
瀛
の

『

金
剛

錍

』
に

は
、
精

緻
な
る

論

理
を

有
し
た

と

い
わ
れ

て
い

る
が
、

大

瀛
は

如

何
な

る
論
理

展

開
を

果

た

し
た

こ

と
で
、
「
三

業

惑
乱

」

に
終

止
符
を

打

っ
た

の

で
あ

ろ
う
か

。

そ
の

論
理
の

根
幹
こ

そ

が

、
『

金
剛

錍

』
の

処
々
に

用

い
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ら

れ

た
と

さ

れ
て

い
る
「

因

明
」

の

論
理

で
あ
る

と

考
え

ら

れ
る

。 

そ

の

こ
と

を

物
語

る
の
が
、

義
勇

（

？
―

一
八
二

二

）
の

『

因
明

三
十
三

過

本
作
法

纂
解

追
難
抄

9

』
（

以
下

、
『
追

難
抄
』
）
に

、 

 
 
 

於
二

真

宗
徒
一

雖
レ

似

 

ト

三

強

 

ニ

非
二

急
務

 

ニ

一

覚
祖

 

ニ

有
二

改

邪
抄
一

存

覚

師
有
二

破
邪

顕
正
鈔
一

五
帖
宝

章
時

 

〱

破
二

 

シ
玉
フ

十

劫
及
善
知

識
秘
事

等
一

然 

其

立

破

道

理

極
成

 

シ
テ

無

 

ハ

二

執

者

所
一レ

遁

 

ヘ
ル
キ

所
三

以

体
二

達

 

シ
玉
フ

於

因

明
処

 

ニ

一

也

昔

横

川

僧

都

親

 

リ

入
二

松

室

清
水

玄
門
一

伝
二

因
明

 

ノ

大

疏
一

遂
造

 

玉
フ

二

註

釈
一

豈

偶

爾

哉

近

 

ハ

就
二

宗

意
一

有
二

芸

陽

芿

園

之

撰

 

ナ
ル

者
一

披

 

ニ

レ

之

立

破

 

ノ

精

密

 

ナ
ル
ヿ

誰

敢

間

然

 

セ
ン

是

雖
レ

未
三

明

 

ニ

施
二

三

支

作

法
一

通
二

達

 

シ
テ

此

道

 

ニ

一

而

振
二

金

錍
一

之

所
致
也

爾

者
欲
下

斥
二

邪

執
一

安
中

立

正
道
上

者

不
レ

可
レ

不
レ

学

焉

1
0
 

と

の

文
で

あ

る
。

つ
ま
り
、
『

金
剛

錍
』

の

論
理
は

「
因

明

」
の

論
式
で

あ

る
と

こ
ろ
の

「
三
支

作

法

」
（
「

宗
・
因
・
喩

」
）

を
意

図

し

て

成
立

し

た
も

の
で
あ

る

こ
と

が

示
唆

さ
れ
て

い

る
。 

な

お

、
教

義

論
争

に
お
い

て
「
因

明

」
を

用
い
る

必

要
性

に

つ
い

て
は
、

大

瀛
門
下

で
あ

る
宝
観

（

一
八

一

二
―

一
八
八

一
）

の

『

因

明

入

正

理

論

疏

略
量

議

玄

談

1
1

』

に

、
「

為
二

破

邪

顕

正
一

故

・
為
レ

求
二

一

切

種

智
一

故
・
為
レ

求
二

勝

無
碍

弁
一

故

・
為
レ

求
二

一

切

遍

学
一

故
・
為
レ

解
二

聖
教

文

義
一

故

1
2

」
の

五

由
が
挙

げ

ら
れ

て

い
る

。
こ
の

内

容
と
「
三
業

惑
乱
」
と
い
う

宗

義
論
争
を
鑑
み

れ
ば

、

「

因

明
」
の

必
要

性
が
明

確

に
表

わ

さ
れ

て
い
る

と

い
え

よ

う
。 

そ

こ

で
、

本

論

で

は
『

金

剛

錍

』

の

批

判
内

容

と

な

る
「

欲

生

正

因

」
・
「

三

業

帰

命
」

1
3

説

に

言
及

し

な

が

ら

も

、

そ

の

批

判

が

「

因

明
」

を

も
っ

て
、
ど

の

よ
う

に

『
金

剛
錍
』

で

展
開

さ

れ
た

の
か
を

、

特
に

「
因
明

」
の
論

式
で
あ

る

「
三
支
作
法
」

に
据

わ

り

を

置
き

な

が
ら

一
考
を

加

え
た

い

。 
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本

論 第

一

章 

浄

土
真

宗
と
「

因

明
」

の

系
譜 

 
 

第
一

節 

浄

土
真
宗

と

「
因

明

」
研

究 

「

因

明
」

は

、
印

度
の
「

論

理
学

」

に
起

源
を
求

め

る
こ

と

が
で

き
、
仏

教

者
の

基
礎
学

と
し
て

学

ば
れ
て

き
た
も
の
で

あ

る
。

大

乗

経
典

と

な
る
曇
無
讖

訳

『
大

般

涅
槃

経
』
に

は

、
外

道

の
説

を
「
宗

・

因
・

喩
」
の

論
式
を

用

い
て

立
破
し

て
い
く

こ

と
で

、

自

説

の
正

当

性
を

明
ら
か

に

し
て

い

く
の

で
あ
る

1
4

。
こ

の

よ
う

に
、
「
因
明

」
の

論
式
は

他
説

を
破

斥

し
て

自

説
の

正
当
性

を
論

証

す

る

こ
と

を

目
的

と
す
る

も

の
で

あ

る
た

め
、
主

と

し
て

「

論
争

」
・
「
論

義

」
の

場

に
お
い
て
活
用

さ
れ
て

き
た

。 

さ

て

、
浄

土

真
宗

「
七
祖

」

中
四

祖

の
各

、
教
学

思

想
上
に

も
「

因
明
」

に

関
係
す

る
記

述
が
確
認

で
き

る

。
ま

ず
、
龍

樹

（

一

五

〇

―
二

五

〇
頃

）
の
『

方

便
心

論

』
・
『

廻
諍
論

』

に
は

「
因
明

」
の
論

式

が
処

々

み
ら
れ
る
。
ま

た
、

天

親
（
四
〇
〇

―

四
八

〇

頃

）
に

は
「
因

明
」
の
規

則

を
大

成

し
た
『

論
式

』
・
『

論
軌

』
・
『

論
心

』
・
『

如

実

論

』
が
あ
っ

た
こ
と

が
伝
え

ら
れ

て
い
る

1
5

。
さ

ら

に

、

源
信

（

九
四

二
―
一

〇

一
七

）

の
著

作
に
は

『

因
明

論

疏
四

相
違
略

註

釈
』

が
残
さ

れ
て
い

る

。
そ
し

て
、
法
然
（

一

一
三

三

―

一

二
一

二

）
に

つ

い
て

語

ら
れ

る

、
良

忠
（
一

一

九
九

―

一
二

八
七
）
の
『

決

答
授
手
印

疑
問

鈔

』
に
は

、
「
至

 

リ

二

南
都

 

ニ

一

遍

 

ク

学
二

 

ス
ル

華

厳

三

論

法

相
等

 

ノ

之

宗

 

ヲ

一

（

中

略

）
逢

 

テ

二

諸

宗

 

ノ

長
者

 

ニ

一

一

一

 

ニ

或

 

ハ

蒙
 

リ

二

印

可

 

ヲ

一

或

 

ハ

被
レ

 

ル
ヽ
カ

歎

 

セ

二

智

徳

 

ヲ

一

耶

蔵

俊

 

ハ

号

 

シ

二

仏

陀

 

ト

一

寛

雅

 

ハ

付
二

 

ケ
玉
フ

法
蔵

 

ト

一1
6

」

と

あ

っ

て

、
法

然

が
南

都
に
お

い

て
蔵

俊

と
寛

雅
の
も

と

で
学

ん

だ
と

記
さ
れ

て

い
る

。
中
で

も
、
蔵

俊
（
一

一

〇
四
―
一
一
八

〇
）

は

「

因

内
二

明
」
（
因

明
・
仏

教

）
を
中

心
と

し
た
碩

学

と
し

て
知
ら

れ
て
お

り

、
そ
の
「
因

明
」
に

関

す
る

著
書
は
『
因
明

大

疏
抄

』
・

『

因

明
疏

広

文
集

』
・
『
因

明

四
種

相

違
要

文

』
・
『

因

明
唯

量
抄

』
・
『
有

法

差
別

相

違
略

抄
』
等

が
数
え

ら
れ
る

。 
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そ

し
て

、
ま
た

、
浄
土

真

宗
の

開

祖
で

あ
る
親

鸞

（
一

一

七
三

―
一
二

六

三
）

の
事
蹟

が
著
さ

れ

て
い

る

、
真
宗
高
田

派

の
良

空

（

一

六
六

九

―
一

七
三
三

）
の
『

親

鸞
聖

人
正
明

伝

』
に

は
、 

 
 

建
久

二

年
辛

亥
十

九

 

歳

七
月

中

旬
ノ

末

ニ
、
法

隆
寺

へ

参
詣

ノ

ヨ
シ

ヲ
僧
正

ヘ

申
タ

マ

ヒ
シ
カ
バ
、
許

サ

レ
ヤ

ガ
テ
立

越
テ

、
西
園 

 
 

院

覚

運
僧

都

ノ
坊

ニ
七
旬

バ

カ
リ

マ

シ
マ

シ
テ
、

因

明
ノ

御

学
問

ア
リ

1
7

。 

と

あ

る
。
ま

た
、

良
空
は
『

親
鸞

聖

人
正

統
伝
』

で

、 

 
 

十
九

歳

初
秋

、
慈
円

僧

正
ニ

御

イ
ト

マ
ヲ
乞

テ

、
和

州

法
隆

寺
ヘ
御

参

詣
ア

リ
。
覚

運
僧
都

ノ
坊
ニ

、

六
十
余
日
マ
シ

マ
シ

、 

因

明

ノ
秘

奧

ヲ
研

究
シ
タ

マ

ヘ
リ

1
8

。 

等

と

あ
っ

て

、
親

鸞
が
「

因

明
」

の

研
究

に
傾
倒

し

て
い

た

こ
と
が
語
ら

れ

て
い

る
の
で

あ
る

1
9

。 

こ

こ

ま
で
、
浄
土

真

宗
と
「
因

明
」
と

の
関

連
性

つ

い
て

述

べ
て

き
た
よ

う

に

、「

因

明
」
の

思
想

的
影
響

力
を
浄

土
真
宗

の
系
譜

の

内

に
確

か

め
る

こ
と
が

で

き
る

。 

 

 
 

第
二

節 

真

宗
学
匠
と

「
因

明

」
研

究 

浄

土

真
宗
で

の
「

因
明
」

研

究
は

、

江
戸

中
期
か

ら
明
治

期

に
か

け
て
頻

繁

に
行
わ

れ
て

い
る
。
そ

の
こ

と

は
、

当
時
の

真

宗

学

匠

に

お
け

る
「
因

明
」
研

究

の
隆

盛

を
示

す
も
の

と

い
え

よ

う
。

そ
の
背

景

と
し

て

、
江
戸
中
期
で

は
徳
川

吉
宗
（
一
六

八

四
―

一

七

五

一
）

の

外
書

解
禁
に

も

象
徴

さ

れ
る

よ
う
に

一

般
に

も

学
問

が
広
ま

っ

た
と

さ
れ
て

い
る
。

そ
の
中

で

、
仏
教
各
宗
も

他
の

思

想

か

ら
教

学

的
正

統
性
・

社

会
的

有

用
性

等
の
点

か

ら
批

判

を
受

け
た
こ

と

に
よ

っ

て
、

各
宗
で

は
自
宗

義

の
研
鑽
が
求
め

ら
れ

た
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の

で

あ
る

。

す
な

わ
ち
、

自

宗
義

を

護
り

そ
の
義

を

証
明

す
る
「
論
争
」
・
「

論
義

」
の
場

に
お
い

て

、
仏
教

の
基
礎
学
・

各

宗
兼

学

の

学

問
と

し

て
、
「

因
明

」

が
必

要

と
さ

れ
て
き

た

の
で

あ

る
。 

 

明

治
期

に

至
っ

て
「
大

教

校

」
（

現

、
「
龍

谷
大

学

」
）
で
は

、
神

道
・
儒

教
・
基
督

教
が
考

究
さ

れ

て
、
そ

れ
に

対

す
る

破

斥
の
書

が

数

多
く

出

さ
れ

て
い
る

。
ま

た
、
「

大
教

校
」
内
典

専

学
部

の
「

学
課

表
」
に

よ
れ

ば
、
「
宗

乗
」
か

ら
「
余
乗
」
に

加
え
て

、
「
因

明

」
学

が

必
修

と
し

て
定

め

ら
れ

て

い
る

2
0

。
そ
の

上
、
こ

の
時

期
に

お
け

る
「
因
明
」
は
、
中
村

元

氏
が
「
明

治
の

廃
仏
毀

釈
の

後

に

真

宗

が

仏

教

復

興

の

原

動

力

と

な

っ

て

い

た

2
1

」

と

指

摘

さ

れ
て

い

る

よ

う

に

、

明
治

維
新

に

よ

る

政

策

の
気

勢

と
異

思
想

と
に

対

応

す
る

た

め
か

ら
求
め

ら

れ
て

き

た
も

の
で
あ

ろ

う
。

明

治
期

の
「
大

教

校
」

で

「
因
明
」
が
学

ば
れ
た

背
景

に
は
、
江

戸
期

の

真

宗

学
匠
に

よ
る

「
因
明

」
研
究
が

あ
る

。 

そ

こ

で
、

江

戸
期

の
真
宗

学

匠
に

よ

る
「

因
明
」

研

究
の

状

況
を

安
居
の

講

義
か
ら

窺
っ

た
場
合
、

は
じ

め

に
、

寛
延
三

（

一

七

五

〇

）
年
、

月
灯

（
不
詳

）

が
『

因

明
纂

解
』
を

講

じ
て

い

る
こ

と
が
確

認

で
き

る

。
そ

れ
に
続

い

て
、
宝

暦
八
（
一
七

五

八
）

年

に

広

州
（

不

詳
）

の
『
因
明

纂
解

』
、
宝

暦

一
〇
（

一
七

六

〇
）

年
に
は

荃

蹄
（

不
詳
）
『
因
明

纂

解
』
が

挙
げ
ら
れ
て

い

る
。

さ

ら

に

は

、
慧

雲

（
一

七
三
〇

―

一
七

八

二
）

が
宝
暦

一

三
（

一

七
六

三
）
年

に

『
因

明

纂
解
』
を
講
じ

て
い
る

。
こ

れ
ら
の
状

況
は

、

明

ら

か
に

江

戸
期

の
「
因

明

」
研

究

の
隆

盛
を
示

す

も
の

と

い
え

る
の
で

あ

る
。 

ま

た

、
道
隠
（

一

七
四
一

―

一
八

一

三

）
に

は
『

因

明

入
正

理

論
大

疏
随

聞

書

2
2

』
が
あ

る
。
こ
れ

は

、
寛
政
六
（

一
七
九

四

）
年

七

月

二
五

日

か
ら

五
七
席

の

席
数

を

重
ね

て
の
講

義

筆
録

で

あ
る

2
3

。 

右

の

如
く
、

真
宗

学
匠
の

「

因
明

」

研
究

者
を
学
派
別
に

配

当
す

れ
ば
、

次

の
よ
う

に
図

示
す
る

こ

と
が

で

き
る

。 
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真宗学匠因明研究者系譜  

※ 補 足 ：    内 の 人 物 は 、「 因 明 」 に 関 係 す る 記 述 が 確 認 で き る 。  

①

1 6 0 5 - 1 6 6 3

西 吟― ②

1 6 3 4 - 1 7 1 8

知 空― ③

1 6 7 5 - 1 7 3 5

若 霖― ④

1 6 9 3 - 1 7 4 1

法 霖  

1 6 6 4 - 1 7 2 1

峻 諦               
1 7 5 9 - 1 8 4 2

興 隆  
1 8 1 1 - 1 8 9 0

宣 界  

1 6 7 6 - 1 7 3 8

卞 関            ⑤

1 6 9 4 - 1 7 6 8

義 教―
1 7 3 4 - 1 8 0 4

北 天  

    ① ①  

1 6 9 4 - 1 7 5 1

慧 鐺                
1 7 6 9 - 1 8 5 1

僧 朗  
1 7 8 7 - 1 8 7 1

百 叡―
1 8 4 0 - 1 9 0 4

聞 精  

⑥

1 7 2 0 - 1 7 9 6

功 存           
1 7 4 2 - 1 8 0 6

環 中   
1 7 8 2 - 1 8 4 8

慶 恩―
1 8 2 4 - 1 8 8 4

雑 雲  

 

⑦

1 7 3 6 - 1 8 0 5

智 洞―
1 7 6 4 - 1 8 2 8

芳 英  ―
 ？ - 1 8 5 3

普 天  

 

               
 ? - ( 1 7 8 2 )

大 同   
1 7 5 1 - 1 8 2 3

大 乗   
1 7 9 1 - 1 8 4 7

宝 雲―
1 8 2 7 - 1 9 0 1

我 聞  

 

                     
1 7 4 1 - 1 8 1 3

道 隠    
1 7 9 5 - 1 8 5 6

月 珠―
1 8 3 5 - 1 9 0 0

恒 順  

1 7 1 9 - 1 7 6 2

僧 樸                  
1 7 2 3 - 1 7 8 3

僧 鎔            
1 7 7 7 - 1 8 5 1

印 定  

                      
1 7 4 2 - 1 7 9 8

柔 遠     

 ？ - 1 8 7 0

印 持   
1 8 1 8 - 1 8 8 9

印 順  

                     ①    

1 7 9 4 - 1 8 6 2

行 照―
1 8 2 2 - 1 9 0 7

道 龍  

 

                        
不 詳

興情―
1 7 7 1 - 1 8 3 1

聞 号―
1 8 1 3 - 1 8 9 5

玄 珠  

                    
1 7 3 0 - 1 7 8 2

慧 雲―    

                       
1 7 5 9 - 1 8 0 4

大 瀛―
1 7 6 9 - 1 8 4 1

曇 龍―
1 8 1 2 - 1 8 8 1

宝 観  

 

 

な お 、 掲 載 し た 関 係 図 は 一 応 の 目 安 と し て 表 記 し て お い た も の で あ る 。  

 

〔 参 考 〕  

・ 武 邑 尚 邦 「 日 本 お け る 因 明 研 究 ― 特 に 宝 観 の 研 究 を め ぐ っ て ─ 」  

・ 井 上 哲 雄 『 真 宗 本 派 学 僧 逸 伝 』  

・ 龍 谷 大 学 『 龍 谷 大 学 三 百 年 史 』  

大 心 海 学 派  

肥 後 学 派  

筑 前 学 派  

堺 空 華  

越 中 空 華  

空 華 学 派  

芸 轍  

芿 園 学 派  龍 華 学 派  

越 後 学 派  

豊 前 学 派  
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こ

の

図
か

ら

も
わ

か
る
よ

う

に
、

真

宗
学

匠
に
よ

る

「
因

明
」
研

究
の
状

況

は
各

学

派
に
お
い
て

窺

え
る
。 

な

お

、
大
瀛

と
「
因

明
」
と

の

関
係

に
つ

い

て
は

、
『

古
徳

事

蹟
伝

』
か

ら

確
認

し

た
場
合

、
大

瀛

の
従

弟

で
あ

る
僧
叡
（

一
七
六

二

―

一
八

二

六
）

の
項
に

、
「

登
京

懸
席

。

一
年

瀛

公
ト

八

囀
因

明
ヲ
学

ビ

。
互

ニ
立
量

問
答
ス

。
時
人

皆

曰
。
瀛
公
兄
ト

シ
難

シ

。

叡

公

弟
ト

シ

難
シ

2
4

。
」

と

あ

る
。
ま

た
、

海
蔵
（

一

七
一

四

―
？

）
の
『

浄

土
真

宗

僧
宝
伝
』
に
は

、 

上

京

懸
二

席

叢

林
一

。
記

牒

三

百

番

地

日

日

聴

講

。

其

此

南

都

大

道

子

。

講
二

唯

識

于

四

条
薬

師
堂
一

。

日
日

聞
レ

之

。
早

宿

出
レ

宿
。

前

後

暇

見
二

□

□
一

。

日

日

多

費

。

是

以

絶
二

莨

宕
一

。

而

遣
二

烟

管

及

袋

于

友

人
一

。

然

講

終

後

又

買
二

烟
草

具
一

啜
レ

之

。
其

挙

如
レ

此

。

一

年
与
二

大

瀛
一

聞
二

八

囀

声

因

明
一

。

其

暇

与
レ

瀛

立

量

問

答
。

人

皆

云

。

瀛

公

難
レ

為
レ

兄

。

叡
公

難
レ

為
レ

弟

。
満

席

已
後

在
レ

国

。

専
随
二

従
深

諦
院
一

。

研
二

究
宗

教
一2

5

。 

と

語

ら
れ
て

い
る

。
こ
の

よ

う
に

、
僧

叡

は
大
瀛

と

共
に
「
因

明
」
を
学

び

互
い

に

立
量
問
答
し
た

と
さ
れ

て
い

る

2
6

。
と
は

い
え
、

現

存

す
る
史

料
か

ら
先
行

研

究
等

を

管
見

す
る
限

り
、
大

瀛

と
「

因
明
」

と

を
直

接
に
示

す
内
容

の

確
認
は

し
難
い

2
7

。 

と

こ

ろ
が
、

大
瀛

の
師
で

あ

る
慧

雲

の
遍

歴
に
は

、 

又

攀
二

登
于

叡
嶺
一

。
而
通
二

暁

三
諦

四
教

奥
旨
一

。
到
二

于
南

都
一

。
而
光
二

融

倶

舎

唯
識

三
論
等
一

。
殊

委
二

三

論
一

。
登
二

于

高

野

山
一

。

聴
二

三
密

無

相
之
奥

旨
一2

8

。 

と

あ

る
。

且

つ
、

慧
雲
に

は

五
十

余

部
の

書
物
が

残

さ
れ

て

い
る

。
ま
た

、

先
の

『

因
明
纂
解
』
が

あ
る
こ

と
か

ら
し
て

、

大
瀛

は

各

典

に
亘

っ

て
精

研
し
た

慧

雲
か

ら

「
因

明
」
の

薫

陶
受

け

た
も

の
と
推

測

さ
れ

る

。
何

れ
に
せ

よ

、
大
瀛

と
「
因
明
」

と

を
結

ぶ

内

容

は
、

以

下
の

論
稿
の

過
程
に

お

い
て

確
か
と

な

る
。 
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第

二

章 

『

帰
命

弁
』
の

論

理
構

造 

 
 

第
一

節 

『

帰
命
弁

』

の
構

造 

 

さ

て

、
「
三

業

惑
乱
」
の
争

点
は

、
魏
訳
『
無

量

寿
経

』
の
第
十

八
願

文

に

、「
設

 

ヒ

我

得タ
ラ
ム
ニ

レ

仏

 

ヲ

、
十
方

 

ノ

衆
生

、
至

 

シ

レ

心

 

ヲ

信
楽

 

シ
テ

、
欲

 

シ
テ

レ

生

 

ゼ
ム
ト

二

我

 

ガ

国

 

ニ

一

、
乃

 

チ

至ル
マ
デ
セ
ム

二

十

念

 

ニ

一

。
若

 

シ

不

 

ハ

レ

生

 

ゼ

者

、
不
レ

取

 

ラ

二

正
覚

 

ヲ

一

。
唯
除

 

ク

二

五

逆

 

ト

誹

謗

正

法

 

ト
ヲ

一

。2
9

」

と
、

こ
の

「

信
楽
」
と

「

欲

生

」
と
が
、

討

究

さ
れ

た
上
で

の
、
見

解

の
相

違

に
よ

る
二
極

化

か
ら

、
「
三

業

惑
乱

」

と
い

う

論
争

に
発
展

し

て
い

く
の
で

あ
る
。 

 

次

に
、
功

存
が

『
帰
命

弁

』
で

論

じ
る

所
の
一

例

を
示

せ

ば
、 

 
 

然
ハ

善

知
識

ノ
教
ニ

マ

カ
セ

身

業
仏

ニ
向
ヒ

合

掌
敬

礼

シ
テ

口
業
ニ

阿

弥
陀

如
来
ワ

カ
一
大

事
ノ
後

生

タ
ス
ケ
タ
マ
ヘ

ト
白

シ

心

ニ

念
ス

ル

コ
ト

口
業
ノ

如

ク
カ

ヽ

ル
出

離
ノ
縁

ナ

キ
モ

ノ

ヲ
タ

ス
ケ
タ

マ
へ
ト

一

心
ニ
帰
命
ス

ル

ト
キ

御
タ
ス

ケ
一
定
ト

信

シ

テ

疑
ナ

キ
ヲ
コ

ソ
今
ノ

帰

命
ノ

ス

カ
タ

ト
ハ
イ

フ

ヘ
シ

3
0
 

と

あ

る
。

す

な
わ

ち

、
「

後

生
タ

ス

ケ
タ

マ
へ
」
と

い
う

「

意
」

が
あ
れ

ば

、
ま

た
、
「

身

」
・
「

口

」

に
お
い
て

も

表
現

さ
れ
る

「

三

業

帰

命
」
は

当
然

な
も
の

で

あ
る
と

し
て

い
る
。 

 

そ

の
こ

と

は
、
『

帰
命

弁

』
の

構

成
内

容
か
ら

も

わ
か

る
よ
う

に
、 

第

一

門
「

先
釈

 

ス

二

名
義

 

ヲ

一

」 

第

二

門
「
正

 

ク

挙

 

ク

二

相
状

 

ヲ

一

」 

第

三

門
「
通シ

テ

弁

 

ズ

二

道
理

 

ヲ

一

」 

第

四

門
「
明

 

ニ

出

 

ス

二

文
証

 

ヲ

一

」 
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第

五

門
「
因

 

ニ

引

 

ク

二

例
証

 

ヲ

一

」 

第

六

門
「
広

 

ク

通

 

ス

二

妨
難

 

ヲ

一

」 

の
「
六

門
3

1

」
に
分

科

し
て
、
文

体

を
問

答
形

式
で

組

織
さ

せ

て
い

る
。
ま

た
、
妨

難
を
通
ず

る
第

六

門
に

あ
た
っ

て
は
、
十
四

の

問

答

を

設
け
て

「
タ

ノ
ム
」

と

は
「

欲

生
正

因

」
・
「
三

業
帰

命
」

の

義
相

と

な
る

こ

と
を

証
明
し

て
い
く

の
で
あ

る
。 

 

第

二

節 

『

帰
命

弁
』
の

論

理 

ま

ず

、
第
一

門
（
「
先
釈

 

ス

二

名

義
 

ヲ

）
」
で
は

、「

三
業

帰
命

」
説

の
要

点
を
「

タ
ノ

ム

ト
イ

フ
コ
ト

ハ

、
本

願

ノ
三

信

ヲ
統

括
シ
テ
（
中

略

）

三

信

即

一

ノ

欲

生

ノ

一

心

開

発

ヲ

ア

ラ

ハ

シ

タ

マ

フ

ス

カ

タ

3
2

」

と

示

し

て

、

弥

陀

を

「

タ

ノ

ム
」
こ

と

を
も

っ

て

、

本

願

の

「

三

心
」
を

統
括

す
る
「

三

即
一
」

―
「

欲
生
」

の

一
心

開

発
の

相
で
あ

る

と
し

て
い
る

。 

次

に

、
第

二

門
（
「
正

 

ク

挙

 

ク

二

相
状

 

ヲ

一

」
）

で
は
、
「
三

業
標
相

」
の
「
帰

命
」

を
天
親

『
浄
土

論

』
建
章
四
句

、
「

三
念

門

」
（
「

礼
拝
・

讃

嘆

・
作

願
」
）
に

よ
っ

て

説
明

す

る
。 

 
 

源
ト

論

偈
初

行
ノ
三

念

門
ノ

ス

カ
タ

他
力
安

心

ノ
標

相

ナ
リ

、
発
起

時

至
リ

タ
ス
ケ

タ
マ
フ

仏
願
ヲ

聞

得
テ
如
来
ニ
向

ヒ
合

掌 

礼

敬

シ
テ

、

一
心

ニ
阿
弥

陀

如
来

タ

ス
ケ

タ
マ
へ

ト

タ
ノ

ミ

タ
テ

マ
ツ
リ

、

御
タ

ス

ケ
一

定
往
生

治
定
ト

疑

ナ
ク
信
シ
タ
テ

マ 

ツ

ル

ナ
リ

、（
中

略

）
因
果

コ

ト
コ

ト

ク
仏

回
向
ノ

所

作
ナ

レ

ハ
、
帰
命
ノ

三

業
モ
仏

ノ
三

業
ヨ
リ

オ

コ
リ

本
願
ノ

招
喚
ヨ

ク

行 

者

ヲ

シ
テ

安

養
仏

ニ
廻
願

セ

シ
ム

、

コ
レ

光
明
名

号

ノ
力

用

ニ
シ

テ
信
行

融

即
の

相

ナ
リ

ソ
ノ
体

他
力
難

思

ノ
三
念
門
ナ
レ

ハ 

三

業

モ
ト

一

体
ノ

中
ニ
シ

テ

具
セ

リ

3
3
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と

あ

る
。

す

な
わ

ち
、
功

存

は
『

帰

命
弁

』
で
「

三

業
」

と

い
う

も
「
凡

情

故
起

ノ

三
業

」
で
は

な
く
「
如

来
回
向
ノ
三
業

」
で

あ

る

と

し
て

、
「
三

業

帰
命
」
を
他

力

安
心

の
「
標

相
」
と

し

て
定

め
た
の

で

あ
る

。 
そ

し

て

、

第

三

門

（
「
通シ

テ

弁

 

ズ

二

道

理

 

ヲ

一

」
）

に

は

、
「

近

来

ノ

異

解

ノ

如

キ

ハ

タ

ヽ

法

体

ノ

ミ

ヲ

語

ル

、
カ

ノ

薪

ノ

大
火

ニ

周

匝

セ

ラ

ル

ヽ

一

辺

ニ

シ

テ

却

テ

機

法

趣

入

ノ

法

方

ヲ

ソ

シ

レ

リ

コ

レ

宗

教

ヲ

害

ス

ル

ノ

甚

キ

ナ

リ

3
4

」

と

、

薪

と
燃

焼

の
喩

を

も

っ

て

能

帰

を

廃

す
る

こ

と
を

自
力
と

し

て
い

る

。 

ま

た

、
『
帰

命
弁

』
で
は
、 

 
 

名
号

ヲ

行
者

カ
安
心

ト

ヒ
ラ

キ

ナ
ス

ユ
ヘ
ニ

ソ

ノ
名

号

ヲ
キ

ヽ
得
テ

タ

ス
ケ

タ
マ
ヘ

ト
タ
ノ

ミ
其
タ

ノ

ミ
奉
ル
一
念
御

タ
ス

ケ

一

定

ト
信

セ

シ
ム

ル
ナ
リ

南

無
ニ

具

ス
ル

ト
テ
行

者

カ
欲

生

心
ヲ

廃
セ
ハ

阿

弥
陀

仏

ニ
具

ス
ル
ユ

ヘ
ト
テ

御

タ
ス
ケ
一
定
ト

信

ス

ル

コ
ト

モ

無
用

ト
ス
ヘ

ケ

ン
ヤ

彼

カ
如

ク
イ
ハ

ヽ

唯
法

ニ

シ
テ

機
ニ
被

ラ

ス
譬

ハ

イ
マ

タ
ウ
ヘ

サ
ル
タ

子

ノ
如
ク
印
セ
サ

ル

板

木

ノ
如

シ

3
5
 

と

示

し
て
、

機
受

の
次
第

は

必
ず
「

願
生

為
先
」

と

な
る

こ

と
を

論
説
し

て

い
る

。 

こ

の

よ
う

に
、
「

帰

命
」
を

「
三

業

標
相

」
の
上

に

あ
る

と

考
え

た
場
合

、
「

欲
生
」
と

「

三
業
」

と
は
「

帰
命

」
の
心
相

に
お

け

る

内

容
と

表

現
を

意
味
す

る
な
ら

ば
、
大

円
（
？

―

一
八

〇

〇
）
が
『
笑

盲

訣

3
6

』
で

、
「
三
業
ヲ

離
レ
テ

外

ニ
一
念
帰
命
ナ

シ
一

念

帰

命

ヲ

離

レ

テ

別

ニ

三

業

ナ

シ

然

レ

ハ

三

業

ヲ

停

止

ス

ル

ハ

即

一

念

ヲ

停

止

ス

ル

ナ

リ

3
7

」

と

い

う

よ

う
に

、

そ
の

内

容

及

び
論

理

は

、
「

願
生
」
を
も

っ
て
「

帰

命
」
を

正
意

と
定

め

る
こ

と
に
他

な
ら
な

い

と
し

て

い
る

。
つ
ま
り

、
他
力

安
心

の
「
標
相

」
と
し

て

「

三

業
帰

命
」
説

を
立
て

る

こ
と

は

、
自

ず
と
「

信

体
願

相

論
」
に
帰
結

し

て
い

く
も
の

と
い
え

よ

う
。 
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第

三

章 

『

金
剛

錍
』
の

論

理
構

造 

第

一

節 

『

金
剛
錍
』
の

構

造 
先

に

、
こ

こ

で
大

瀛
が
『

金

剛
錍

』

で
中

心
と
す

る
箇
所

を

整
理

す
れ
ば

、

次
の
よ

う
に

組
織
さ
れ

集
約

で

き
よ

う
。 

【

上

巻
】

欲
生
正
因
批
判 

〈

過

失
十

条

〉

3
8
 

 
 

第
一

条
：
「
不
レ

脱
二

自

力

余
執
一

失

」
第
二
条

：
「

不
レ

了
二

相

承
宗
致
一

失
」
第

三
条

：
「
不
レ

重
二

宗
祖

高
判
一

失
」 

第

四

条
：
「
不
レ

知
二

三
一

義

趣
一

失

」
第

五
条
：
「

不
レ

知
二

信
疑

分
斉
一

失
」

第
六
条

：
「
不
レ

知
二

欲

生

義
趣
一

失
」 

第

七

条
：
「
不
レ

知
二

帰
命

義

趣
一

失

」
第

八
条
：
「

不
レ

知
二

法
相

宜
当
一

失
」

第
九
条

：
「
不
レ

弁
二

文

義

分
斉
一

失
」 

第

十

条
：
「
不
レ

弁
二

通
途

不

共
一

失

」 

〈

四

過
〉

3
9
 

第

一

過
：
「

破
二

斥

宗
祖
一

過

」
第
二

過
：
「
自
語
相

違

の
過

」
第
三

過
：
「

誹

謗

正
法

の
過
」

第
四
過

：
「
断
二

絶
仏

種
一

の

過

」

 

【

下

巻
】

三
業
帰
命
批
判 

〈

三

業
大

過

〉
所

執
具
二

諸

過

失
一4

0
 

 

 
 

Ⓐ
「
就
レ

義

観
察
」 

 

⑴

「
観
二

大
行
義
一

」 

⑵
「
観
二

聞
信
義
一

」

 

Ⓑ

「

就
レ

文

観
察

」 
 

⑶

「
観
二

一
念

義
一

」 

⑷
「
観
二

摂
取

義
一

」 

 
 

Ⓒ
「

就
レ

事

観
察
」 

 

⑸

「

観
二

所
被
為

義
一

」
⑹

「
観
二

本
尊
義
一

」 
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右

の

如
く
、
【
上

巻
】
に
お

い

て
は
〈

過
失

十
条
〉
を

挙
げ

て

、
各

点
か
ら

批

判
を
加

え
て

い
る
わ

け

で
あ

る

が
、
と
り
わ

け

論
争

の

主

要

な
論

点

と
な

る
第
二

条
・
第
四

条
・
第

五
条

を

挙
げ

る
。
ま

た
、
〈

四

過

〉
の
中

で
も
「
自

語

相
違
の

過
」
を

中
心
に

取
り
上

げ

る

。
次

に
、
【
下

巻
】
で
は
〈

三

業
大

過

〉
に

つ
い

て
論
じ

て

い
き

た
い
。
ま

た

、
こ
れ

ら
が

組
織
さ

れ
て

反

駁
書

の
頂
点

と

し
て

成

立

す

る
『

金

剛
錍

』
の
処

々

に
は

「

因
明

」
が
用

い

ら
れ

て

い
る

こ
と
が

確

認
で
き

た
。 

  
 

第
二

節 

『

金
剛
錍

』

の
論

理

―
「

立
量
破

」

論
法 

と

こ

ろ
で

、
そ

の
「

因
明

」
に

つ

い
て

付
言

す
れ

ば

、「

因
明

」
の

綱
格
を

簡

明
に

説

述
し

た
、
商

羯
羅
主
（
四

五
〇

―
六

三

〇
頃

）

の
『
因

明

入
正

理
論

』
（

以
下
、『
入

正

理
論

』
）
に
は

、「
能

立

与
二

能
破
一

及

似
唯

悟
他

、
現

量
与
二

比

量
一

及
似

唯
自
悟
、
如
レ

是

総
摂
二

諸

論

要
義
一

4
1

。
」

と

あ
る
。

こ

れ
ら
の

内
容

を
組
織

す

れ
ば

次

の
よ

う
に
図

示

す
る

こ

と
が
で
き
る

4
2

。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

真

能

立
〈

顕
正
的

真

正
論

法

〉
○真

（
真
正
） 
 

能

立
（

顕

正
的

）
― 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

似

能

立
〈

顕
正
的

誤

謬
論

法

〉 

―
「
立
量
破
」 

 

悟
他
― 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
真
能
破

〈
破
邪
的
真
正
言
論
〉 

 
 

能

破
（

破
邪

的

）
― 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

似

能

破
〈

破
邪
的

誤

謬
言

論

〉 

―
「
顕
過
破
」 

「

因

明
」
― 

 
 

真
現

量

〈
直

覚
的
真

正

思
想
〉 

 
 

現
量

（

直
覚

的
）
― 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

似

現

量
〈

直
覚
的

誤

謬
思

想

〉 
 

自

悟
― 

 
 

真
比

量

〈
推

理
的
真

正

思
想
〉 

 
 

比
量

（

推
理

的
）
― 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

似

比

量
〈

推
理
的

誤

謬
思

想

〉
○似

（
不
正
） 
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右

の

図
示

の

中
、
こ

こ
で

は
『

金
剛

錍

』
に

用
い

ら

れ
る
「
真
能

破

」
に

つ

い
て

確

認
し
た
い
。
「

真

能
破

」
と
は

相
手

の

論
式
（

言

論

）
に

誤
謬

あ
る

こ

と
を

発

見
し

て

、
そ

れ

を
指

摘

す
る

も

の
で
「

立
量

破

」
と
「

顕

過
破

」
と

の

二
側

面

が
あ

る
。
ま

ず

、
「
立
量

破

」

は
相

手

の
論

式
（
言

論

）
に

対

し
て

、
「
三

支

」
（
「

宗

・
因

・
喩
」
）

を

立
量

し
て
論

証
す

る

も
の

で

あ
る

。
ま
た

、
「

顕
過
破

」

と

は

論
式

の

作
法

を
組
織

す

る
こ

と

な
く

、
相
手

の

論
法

（

言
論

）
の
誤

謬

を
指

摘
す
る

も
の
で

あ
る
。 

そ

の

「
三

支

」
と

は
、
「

宗

・
因

・

喩
」

の
三
分

の

み
で

立

量
す

る
も
の

で

あ
っ
て

例
示

す
れ
ば

、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「

宗

」 
 

 
 

声
は
無

常

な
り 

 
 

 
 

主

張

命
題 

「

三

支
」 

 
 

「
因
」 

 
 

 

所
作

性
な
る

が

故
に 

 
 

理
由
根

拠 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「

喩

」 
 

 
 

た
と
え

ば

瓶
等

の

如
し 

 
 

喩

例 

と

な

る
も

の

を
い

う
。
先

に

、
「
宗

」
は
「

有
法
」
（

主

辞
）
と
「
法

」
（
賓

辞

）
と

の

二
部

か
ら
な

る

。
つ

ま

り
、
「
声
は
無

常

な
り

」

の

「

宗
」

に

お
い

て

、
「

声

」
は

「

有
法

」
で
、
「

無

常
」

は
「

法

」
で

あ

る
。

こ

れ
ら

「
有
法

」

と
「

法

」
と

は
「
宗
依

」
と
い

わ

れ

、

各
々

の

概
念

が
立
者

で

あ
る

立

論
者

の
み
な

ら

ず
、

相

手
（

反
駁
者

）

に
も

承
認
さ

れ
る
「

立
敵
共

許

」
を
必
要
と
す

る
。

し

か

し

、
「

有
法
」
と
「
法

」
と

が

結
合

し
た
「
宗

」
で

あ

る
命

題
、
す
な

わ

ち
「

宗
体
」
は
、
立

論

者
が
新

し
く
立
て
る

主

張
で

あ

る

か

ら

、
立

者

に
は

承
認
さ

れ

て
い

る

が
相

手
に
は

未

だ
承

認

さ
れ

て
い
な

い
「
立

敵
不
共

許
」
を
必

要

と
す

る
。
次
に

、「
因

」
は
「

宗

」

を

相

手
に

承

認
さ

せ
る
根

拠

で
あ

る

か
ら

、
「
立

敵

共
許

」
で
な

け

れ
ば

な

ら
な

く

、
例
え

ば
「
声

は

無
常

な
り

」
で
示
さ

れ
る

な
ら

ば

、
「

所
作

性
」

の

「
因

」

は
「

声

」
の

上
に
認

め

ら
れ

る

こ
と

と
な
る

。

つ
ま

り

、
「

因
」
は

「

宗
」
の

「
有
法
」
と

「

法
」

と

の
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結

合

を
果

た

す
媒

概
念
と

な

る
も

の

で
あ

る

。
そ

し

て

、
「

喩

」
は
「

因
」
と

同

様
に
「

立
敵

共
許

」
で

あ
る

こ
と

を

必
要

と

す
る

も

の

で

、
こ

れ
か

ら

論
証
し

よ

う
と

す

る
主

張
の
「

法
」
と

お
よ

び
そ

の
理

由

根
拠
「
因

」
と

の
同

類
で
あ

る
喩
例

の
意
味

を
も
つ

4
3

。

す

な

わ
ち

、「

宗
」
の
主
張

命

題
に

対

す
る

実
例
で

あ

り
、
こ
の

右
に

例
示

し

た
場

合
の
「
三

支
」
は
「

瓶
等
」
を

い
う
も
の

と
な
る

。 

は

じ

め
に
、

大
瀛

は
『
金

剛
錍
』

―

【
上

巻
】
に

お

い
て
「

欲
生

正
因
」

説

に
つ
い

て
批

判
し
て

い

く
。

そ

こ
で

、
ま
ず

大

瀛

は

「

立

量
破

」

の
論

法
に
よ

っ

て
「

欲

生
」

が
「
信

楽

」
に

摂

在
す

る
こ
と

を

「
三

支

作
法
」
を
用
い

て
、 

 
 

此
中

立
レ

験

、
①
〈

宗

〉

汝

執

す

る

欲

生
心

は
応
レ

非
二

他

力
回

向

心
一

、〈
因

〉

離
二

信
楽
一

別
有

故
諸

離
二

信
楽
一

別

有

者
見
、
非
二

他
力

回

向

心
一

、〈
喩

〉

如
二

自
力

三

心
一

、
諸
他

力
廻
向

者

、
皆

非
下

離
二

信
楽
一

別

有
上

、
如
二

『

真
実
信

文
類
』
所
詮
諸

名
一

、
皆

是
四
法

中

信

所
摂

故

、
如
レ

是
験

知

す
る

に

汝
信

楽
の
外

、
別
に

存

す
る

欲
生
是

れ

増
上
と

執
ぜ

ば
、
即

ち

是
れ

自

力
策

励
の
欲

生
な
る

を

、
妄

情
計

度

し
て

増
上

と

謂
ふ

耳

、
如
何

ぞ
報

土

の
真

因

を
成

ぜ
ん
、
今

復

立
レ

験
、
②

〈

宗

〉

汝
欲

生
の
一

念
は

応
レ

非
二

報

土

因
一

、〈
因

〉

自

力

自

策
故
〈

喩

〉

如
二

雑

行

等
一

、
報
土

正

因
必

非
二

自

力
自
策
一

、
如
二

他
力

信
楽
一

、
如
レ

是

験
知

、
汝

等
不
レ

能
レ

見
レ

仏

甚

哀
憫

す

べ
し

4
4

。 

右

傍

線
の
各

①
・

②
に
お

い

て

、
「

三
支

作

法
」

に

よ
っ

て

「
欲

生
正
因

」

批
判

を
展
開

し
て
い

く
の
で

あ

る
。 

次

に

、
大

瀛

は
〈

過
失
十

条

〉
の

中

、
第

二
条
（
「

不
レ

了
二

相
承

宗
致
一

失

」
）

で
、 

 

二

に
は

不
レ

了
二

相
承
宗

致
一

と
は

、
何

ら
か
相

承

の
宗

致

と
す

る
、
謂

く

、
信

心
為

本

是
れ
な

り
、
故

に
蓮
宗

主
の
曰

く
「
祖
師

聖

人

御
相

伝

一
流

の
肝
要

は

た
ゞ

こ

の
信

心
ひ
と

つ

に
か

ぎ

れ
り

、
こ
ゝ

を

し
ら

ざ

る
を

も
て
他

門
と
し

、

こ
れ
を
し
れ
る

を

も

て

真
宗

の

し
る

し
と
す
」

と
、

今

汝
等

妄
情
の

欲

生
一

心

を
策

起
し
以

て
報
土

の

真
因
に
擬
し

、

高
祖

の

「
報

土
真
因

信

楽
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為
レ

正

」
の

判
を

見

る
こ

と

土
芥

の

如
く

、
諸
の

信

楽
為

正

を
述

す
る
も

の

を
見

る

こ
と
仇
讐
の
如

く
す

、
豈
に

他
力
の

宗
致
を

了

せ

ざ
る

に

非
ず

や
、
真

宗

印
璽

い

づ
く

に
か
あ

る

、
此

中
立
レ

験

、
③

〈

宗

〉

諸

捨
二

信

心

為

本
一

者

、
非
二

他
力

真
宗
徒
一

〈

因

〉

不
レ

順
二

祖

師

相

伝

実

義
一

故
、〈
喩

〉

如
二

鎮

西

徒
一

、

又
④

〈

宗

〉

諸

執
二

欲

生

帰

命
一

者

、

不
レ

得
二

真
土

生
一

、〈
因

〉

非
二

他

力

真
宗
一

故

、

〈

喩

〉

如
二

方

便

諸

機
一

、
又
⑤

〈

宗

〉

汝

欲

生

帰

命
非
二

報

土
真

因
一

、〈
因

〉

是

自

力
故

、〈
喩

〉

如
二

定
散

諸

機
三

心
一

、
又
⑥

〈

宗

〉

汝

欲

生

之

果
不
レ

得
二

華

開
即
見

仏
一

、〈
因

〉

信

心

不
二

清

浄
一

故
、〈
喩

〉

如
二

余
疑

惑

者
一

、
今
汝
等

に
告

ぐ
、
自
身
は

現
是

罪
悪

生

死
の

凡

夫

、
曠

劫
以

来

常
に
没

し

常
に

流

転
し

て
出
離

の

縁
あ

る

こ
と

な
し
（

還
二

来

生
死

輪

転
家
一

、
決
以
二

疑
情
一

為
二

所
止
一

）
而

し

て

今
希

に

不
可

思
議
の

誓

願
に

遇

ふ
こ

と
を
え

た

り
、

云

何
ぞ

早
く
信

心

を
取

り

て
こ

の
長
歎

を
免
れ

ざ

る
、
生
死
事

大

無

常

迅

速
な

り

、
改

過
を
憚

り

て
躊

躇

す
る

こ
と
勿

れ

4
5

。 

と

示

し
て
、
『
帰

命

弁
』

が

主
張

す

る
「

欲
生
正

因

」
説

に

対
し

て
過
失

が

あ
る

こ
と
を

指
摘
し

て

い
る

。 

そ

こ

で
、
第

四
条
（
「
不
レ

知
二

三

一
義

趣
一

失
」
）
で
は

、
機

受
に

は
「
三

即

一
」
―
「
信
楽

」
で

あ

る
べ

き

旨
を

、
「
法

体

融
即
を

取

ら

ず
、
故

に

三
心

を
一

信

楽
に

摂

し
て
、
涅
槃

真

因
唯

以

信
心

の
旨
を

示

す

4
6

」
と
し

て
い
る
。
つ
ま

り

、
「
信

楽
」
の

中

に
「
至

心

」

と
「

欲

生
」

と
が
摂

在

す
る

と

示
し

て
い
る

。

ま
た

、
こ
の

理
解
は

、

親
鸞

に
お
け

る
「
一

心

」
の
意

義
を
考
察
し

た

場
合

、

「

信

文

類

」

三

一

問

答

の

字

訓

釈

に

、
「

信

楽

即

是

一
心

 

ナ
リ

、

一

心

即

是

真

実

信

心

 

ナ
リ

。

是

 

ノ

故

 

ニ

論
主

建
ハ
ジ
メ
ニ

言

 

ル

二

『

一

心

 

ト

』
一

也

 

ト

4
7

」

と

あ
る

。

こ

の

結
文
か

ら
窺

え
ば
、
「

三

即
一

」
の

「

一
心
」

は
「

信

楽
」

に
統
括

さ

れ
る

べ
き
も

の
で
あ

ろ
う
。 

さ

ら

に
、
第

五
条
（
「
不
レ

知
二

信

疑
分

斉
一

失
」
）
に

は
、
『

帰

命
弁

』
が
「

信
楽
」
を
軽
視

し
て
「

欲
生

」
を
重

視

と
す

る

内
容
に

つ

い

て
、 
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五

に

不
レ

知
二

信

疑

分

斉
一

と

は

、

汝

輩

信

楽

を

軽

ん

じ

て

欲

生

を

重

ん

ず

る

者

は

、

信

疑

分

斉

を
知

ら

ざ
る

が

故

な

り
、

故

に

『

信

文
類

』

三
心

を
摂
し

て

一
の

無

疑
と

し
、
こ

れ

を
以

て

機
受

の
心
要

と

す
る

も

の
に

於
て
容

易
の
看

を

作
す
、
諸
の
経

釈

の

中

に
信

心

と
説

く
も
の

に

遇
へ

ば

眉
を

顰
め
、

欲

生
願

生

と
説

く
も
の

に

あ
へ

ば

雀
躍

す
、
夫

れ
信
疑

分

斉
と
は
一
家
の

至

要

な

り

、（
中

略
）
信
何
等

の

体
ぞ

疑

何
等

の
体
ぞ

、
信

何
を

か

信
じ

疑
何

を

か
疑

ふ
、
信
云

何
が

信

じ
疑

云
何
が

疑
ふ
ぞ

と

推

尋

す

べ
し

、
諸
教
所
説
の

信

疑
分

斉

於
レ

是
判
然

た

り
、
今

本
願

一
乗
特

に

信
を
以

て
宗

要
と
す

、
ゆ
え

に

信
疑

対
を
以

て
法

門

を

進

退
す
、

た
と

へ
ば
方

円

の
規

矩

あ
る

が
如
し

、

如
何

ぞ

こ
れ

を
忽
せ

に

せ
ん

4
8

。 

と

あ

る
よ

う

に
、

大
瀛
は
「

信
疑

対

」
に

つ
い
て

論

じ
て

い

る
。

こ
れ
は

魏

訳
『

無
量
寿

経
』
に

、 

若

有
二

衆
生
一

。

以
二

疑
惑

心
一

修
二

諸
功

徳
一

。
願
レ

生
二

彼

国
一

。

不
レ

了
二

仏

智

。
不

思
議
智
。
不

可

称
智

。

大
乗

広
智
。

無
等 

無

倫

最
上

勝

智
一

。
於
二

此

諸

智
一

疑

惑
不
レ

信
。（

中

略
）
若
有
二

衆
生
一

。
明

信
二

仏
智
乃

至
勝
智
一

。
作
二

諸
功

徳
一

信
心
廻

向

4
9

。 

と

あ

っ
て
、
「
信

疑

対
」

は
「
明

信

仏
智

」
と
「

疑

惑
仏

智

」
と

の
結
果

を

示
す

た

め
に

設
け
ら

れ

た
も

の
で
あ

る
。 

 

そ

し
て

、

大
瀛

は
〈
過

失

十
条

〉

の
後

、 

 
 

汝
に

問

ふ
に

、
聞
信

は

唯
是

れ

法
体

に
し
て

非
二

機
受
一

、
願

生

彼
国

実

に
是
れ

機
受

欲
生
心

な

ら
ば

、
汝
が

欲

生
心

は

不
聞

不

信

に

し

て
成

ず

と

せ

ん
や
、

若

し
然

ら

ば

即

ち
是

れ

不

了

仏

智
、

疑

惑
不

信

、

何
ぞ
報

土
の

真
因
と

な

ら

ん
、

此

中

立
レ

験

、 

⑦

〈

宗

〉

汝

が

欲

生

心

は
応
レ

非
二

報

土
真

因
一

、〈
因

〉

聞

信

非
二

機
受
一

故
、

不

了
不

信

故

、〈
喩

〉

如
二

胎

生
辺

地
因
一5

0
 

と

論

じ
て

い

る
。

す
な
わ

ち

、
大

瀛

は
「

三
支
作

法

」
用

い

て
、

性
得
の

機

の
上

に
顕
現

す
る
法

徳
は
「
信

楽
」
に
よ
る
べ

き
も

の 

で

あ

る
か

ら
、
「

欲

生
正

因

」
説
は

成
立

し
な
い

こ

と
を

指

摘
し

て
い
る

の

で
あ

る

。 
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第

三
節 

『

金
剛
錍
』
の
論

理
―

「

顕
過

破
」
論

法 

寛

政

九
（

一

七
九

七
）
年

、
智
洞

が

安
居

に
お
い

て

『
無

量

寿
経

』
を
講

じ

た
際

、
「
信

楽

」
に
よ

っ
て

安

心
を

定
め
る

者

に
は

、

第

一

失
：「

許
二

違

教
一

空
二

能

説

功
一

失

」
第
二

失
：「

令
二

二

祖

教

跡
別
途
一

失

」
第

三
失
：「

以
二

凡

身
一

許
二

往
生
一

失
」
第

四

失
：「

令
二

当

流

教
導

二

途
一

失
」
の

〈

四
失

〉
あ
る

と
し
た

こ

と
が
『

八
番

問
尋
』

で

語
ら

れ
て
い

る
。 

こ

れ

に
対

し

て
、
大
瀛
は
『

金
剛

錍

』
で

、
第
一

過
：
「
破
二

斥
宗

祖
一

過

」
第
二

過
：
「
自

語
相

違

の
過

」
第
三

過
：
「
誹

謗

正
法

の

過

」

第
四

過

：
「

断
二

絶
仏

種
一

の
過

」
の

〈
四
過

〉

を
挙

げ

て
過

失
を
指

摘

し
て

い

く
の

で
あ
る

。 

そ

の
〈
四

過

〉
中

、
第
二

過
：
「
自

語
相

違

の
過

」
で
は

、「

顕
過

破
」
の

論

法
を

用

い
て
「
自
語

相
違
」
の

過
失

＝
「
不

正

論
式

」

で

あ

る
と

指

摘
す

る
の
で

あ

る

。
こ

の
「
自

語
相

違

」
と
は

、「

因
明

」
に

い

う
「
三

十
三

過

5
1

」
中
の
「

宗
九
過

」
の

一
で
あ

っ
て
、

「

有

法

」
（

主
辞
）

と
「

法

」
（
賓

辞
）

と
の
体

義

が
乖

角

す
る

も
の
、

す

な
わ

ち

、
主

張
命
題

の

前
後

名

辞
（
「

有
法

」
・
「
法

」
）
が

互

い

に
矛

盾

し
て

一
致
し

な

い
過

失

の
こ

と
で
あ

る

。 

例

え

ば
、
先
に

挙
げ

た
『
入

正
理

論
』
で
は

、
「
自

語

相
違

者
。
如
レ

言
二

我

母

是
其

石
女
一5

2

。
」
と
、
こ

の
「
我

が

母
は

石
女
な

る 

べ

し

」
と

い

う
主

張
命
題

で

あ
る

「

宗
」

そ
れ
自

体

が
「

自

語
相

違
」
で

あ

る
と

し

て
い
る
。 

 
 

宗
（

主

張
命

題

）
：

我

が
母

は

石
女

な
る
べ

し 

右

の

如
く
、
「
我

が

母
」
（
「
有

法
」
）

と
い

う
こ
と

を

も
っ

て

、
「

石

女
な

る

べ
し

」
（
「
法

」
）
と

主
張
す

る
も
の

は
成
立
し

な
い
も

の

で

あ

る
と

す

る
。

こ
の
よ

う

に
、

前

後
の

両
名
辞

が

矛
盾

し

て
い

る
も
の

が

「
自

語
相
違

」
な
の

で

あ
る
。 
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さ

て

、
先

の

『
八

番
問
尋

』

に
は

〈

四
失

〉
に
つ

い

て
、
次

の
よ

う
に
記

さ

れ
て
い

る
。 

 
 

 
 

 

寛
政

九
年
大

経

講
弁

ニ

就
道

岳
質
問

并

普
済

答

釈 

 
 

 
 

 

附
八

番
問
尋 

 
 

当
夏

於
二

学

林
一

聴
講

仕

候
一

人

ノ
云

。
御
弁

ニ

曰

。
（

中
略

）

信
楽

ニ

依
テ

安

心
ヲ

定
ル
モ

ノ

ハ
四

失
ア
リ

ト
ナ
リ

。 

 
 

 

講

義

ノ
四

失
ト
云

ハ

。
一

念
帰

命

廃
棄
ス

ル

ノ
失

ナ

リ
。
其
四
失

ト

ハ
。
一
許
二

違
教
空

能

説
功
一

失

。
（
中

略
）
二
令
二

二

祖

教

跡

別
途
一

失

。
高

祖
ハ

タ

ノ
メ

ト

ノ
タ

マ
ハ
ス

。
蓮

師
ハ

タ
ノ

メ

ト
教

ヘ

タ
マ

フ
ト
。
若

爾
ラ

ハ

二
祖

ノ

教
導

各
別
ナ

リ
。
何

ソ

瀉
瓶
一

味

ノ
法

流
ト
名

ン

。
況
ヤ

高

祖
ノ

帰
命

ト

ノ
タ

マ

フ
ハ

。
タ
ノ

ミ
奉
ル

ノ

義
ニ
非
ス
ヤ

。
（

中

略
）
三

以
二

凡
身
一

許
二

往

生
一

失
。
（

中
略

）
四
令
二

当

流
教

導
二

途
一

失

5
3

。 

す

な

わ
ち

、

智
洞

は
冒
頭

に

お
い

て

、 

 
 

信
楽

ニ

依
テ

安
心
ヲ

定

ル
モ

ノ

ハ
四

失
ア
リ 

と

し

て
い

る

が
、

後
の
〈

四

失
〉
中

、
第

二
失
：
「

令
二

二

祖

教
跡

別
途
一

失

」

の
箇

所
に
お
い
て
は

、 

 

高

祖
ハ

タ

ノ
メ

ト
ノ
タ

マ
ハ
ス

。

蓮
師

ハ
タ
ノ

メ

ト
ヲ

シ

ヘ
タ

マ
フ
ト

。 

と

し

て
、
前

述
し

た
内
容

と
解
釈

が

相
違

し
て
い

る

。
こ

の

二
つ

の
文
脈

に

対
し

て

、
大
瀛
は
『

金
剛
錍
』

で
、 

自

語

相

違

の
過

、

汝
云
く

、

高

祖

は
信

楽

の
重
、

蓮

師

は

欲
生

の

重
と
、

今
復

た
云
く

、

信
楽
に

依

て

安

心
を

定

む
る
者
は
、

二
祖
の
教
導
に
異
あ
ら
し
む
る
失
あ
り
と
、
豈
に
自
語
相
違
に
非
ず
や
、
世
間
浅
近
の
事
猶
ほ
自
語
相
違
を
慚
づ
べ
し

5
4
 

と

示

し
て
、

そ
れ

ら
こ
そ

が

「
自

語

相
違

」
で
あ

る

と
指

摘

し
て

い
る
の

で

あ
る
。 
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第

四

節 

『

金
剛
錍
』
の

破

邪
的

真

正
言

論 

 
次

に
、
大

瀛
は

『
金
剛
錍

』
―

【

下
巻
】
に
お

い

て

、
「

三
業

帰

命
」
説

に
つ

い
て
批

判
し
て

い
く
。

そ

の
は
じ
め
〈

三

業
大
過

〉

で

は

、
さ

ら

に
相

手
の
過

失

を
指

摘

す
る

た
め
、

再

び
「

三

支
作

法
」
を

用

い
て

、
『
帰

命
弁
』

に
対
す

る

批
判
を
展
開
し

て
、 

 
 

此

中
立
レ

験

、
⑧

〈

宗

〉

汝

執

帰

命

一

念
、
応
レ

非
二

他
力

真

実
心
一

、〈
因

〉

計
下

兼
二

用

身

口

所
作

業
一

而

成
就
上

故

、〈
喩

〉

如
二

要

門

至

誠

心
一

、
他

力

真
実

心
見

非
下

兼
二

用
身

口

所
作
業
一

而

成
就
上

、
如
二

本
願

信

楽
一

、
又
⑨
〈

宗

〉

汝
三

業

帰
命

応
レ

非
二

報
土
真

因
一

、

〈

因

〉

非
二

他

力

真
実

心
一

故

、〈
喩

〉

如
二

自

力
三

心
一

、
又
⑩
〈

宗

〉

応
レ

不
レ

順
二

本

願
一

、〈
因

〉

非
二

報

土
真

因
一

故
、〈
喩

〉

如
二

雑
行

等
一

、

又
⑪

〈

宗

〉

応
レ

非
二

真

宗

相

承

実

義
一

、〈
因

〉

不
レ

順
二

本

願
一

故

、〈
喩

〉

如
二

通

途
帰

仏
儀
一

、
又
⑫

〈

宗

〉

応
レ

非
二

真

宗
行

者
所

修
一

、

〈

因

〉

非
二

相

承

実

義
一

故
、〈
喩

〉

如
二

秘

事

法

門
一

、
如
レ

是

汝
所

執

具
二

諸
過

失
一

、
故

智

者
不
レ

愛
レ

之
、
我・

が・

所・

立・

の・

験・

、・

因・

喩・

極・

成・

す・

る・

が・

故・

に・

、・

汝・

が・

所・

執・

義・

已・

に・

壊・

す・

5
5
 

と

し

て

、
「

三
業

帰

命
」

の

過
失

を
総
合

的
に
指

摘

し
て

い

る
。 

右

の

如
く

、
〈

三

業
大
過

〉
以

下

の
科

段
Ⓐ
・
Ⓑ
（
「
就
レ

義
観

察

」
・
「
就
レ

文

観
察

」
）
に
お

い
て

も
、
同

じ
く
「
三

支
作

法
」
に
よ

っ

て

、
『

帰
命

弁
』
の
「
三

業

帰
命

」
説

に
対

し
て
破

斥
し

て

い
る

。
そ
こ

で

、
次

に
続

く

各
Ⓐ
・
Ⓑ
・
Ⓒ
（
「
就
レ

義
観
察

」
・
「

就
レ

文

観

察

」
・
「

就
レ

事

観
察

」
）

の

科
段

そ

れ
ぞ

れ
に
つ

い

て
確

認

し
て

み
た
い

。 

 

第

一
に
Ⓐ
（
「
就
レ

義
観

察

」
）
で
は

、
大
瀛
が
『

無

量
寿

経

』
第
十
七
・
十

八
願

の

成
就

文
の
「
宗

義

」
に

つ

い
て
、
⑴
「

大
行
」
・

⑵
「

聞
信

」
・
⑶
「
一
念
」
・
⑷
「
摂

取

」
・
⑸
「
所

被
」
・
⑹
「
本
尊

」
に
分

科

す
る

中

、
⑴
・
⑶
・
⑸
・
⑹
の

各
々

四

箇
所

、「

因
明
」

の

論

式
が

確

認
で

き
た
。 
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ま

ず

、
は

じ

め
に
Ⓐ
―
⑴
（
「

就
レ

義

観
察

」
―
「

観
二

大
行

義
一

」
）
で
は

、
「

南
無

阿
弥
陀

仏
」
に

つ
い

て

、
善

導
（
六
一

三
―

六

八

一

）
の
六

字

釈
「
帰
命

」
・
「

発
願

回

向
」
・
「
行

」
の

三
義

と
「

必
得
往

生

」
と
を

解

釈
し

た
後
、
大

瀛
は
次

の
よ

う
に
論

示
し
て
、 

 
 

聞
信

一

念
往

生
決
定

す

る
者

は

是
れ

法
体
本

然

の
義

に

し
て

機
の
造

作

に
関

る
に
非

ず
、
若

し
不
レ

然

者
下

々
品
苦

逼

失
念

の 

 
 

機
云

何

ぞ
往

生
を
得

ん

、
如
レ

是
依
二

相

承
至

教
一

観
二

大
行

法

体
義
一

汝

が

羯
磨
（
此
翻
レ

業

）
造
作

の
帰
命

を
容

る
ゝ
の

地

な
し

、 

 
 

故
に

知

る
、
汝
が
所

執

不
下

与
二

名

義
一

相
應
上

、
非
二

如
実

修

行
一

此

中

立
レ

験

、
⑬
〈

宗

〉

汝
三
業

帰
命

応
下

無

明
由
在
（
不
了

仏
智

、 

 
 

疑
惑

不

信
）
、
不
レ

満
二

志

願
一

（
不
レ

蒙
二

摂
取
一

、
不
レ

得
二

往

生
一

）
、
不
中

与
二

名
義
一

相
應
上

、〈
因

〉

不

如
実

修

行
故

、〈
喩

〉

如
二

要

門

真

門
称

礼

念
一

、
我
が

所

立
験

義

極
成

す
る
が

故

汝
が

義

則
ち

壊
す

5
6
 

と

し

て
い

る

。
ま

た
、
Ⓐ

―

⑶
（
「

就
レ

義

観
察
」

―

「
観
二

一
念

義
一

」
）
に

は
、 

 
 

⑭

〈

宗

〉

汝

が

羯

磨
帰

命

は
応
レ

非
二

他

力
真
宗
一

、〈
因

〉

違
二

聞

信

一
念

義
一

故
、〈
喩

〉

如
二

余
羯

磨
一

（

乞

戒
羯

磨
作
法

等
）
、
又
⑮

〈

宗

〉

汝

が

帰
命

一

念
は

応
レ

非
二

帰

命
一

念
一

、〈
因

〉

是

れ

羯
磨

故
、〈
喩

〉

如
二

余

羯

磨
一

。（
中

略

）
若
し

身
口
意

威
儀
整

斉

、
羯
磨

帰
命

の

如

き

は
猶

未
レ

及
二

行
一
念

之

分
斉
一

安
望
二

信
一
念
一

哉

、
故

に
立
レ

験
曰
く

、
⑯
〈

宗

〉

汝
が

三
業
帰
命

は

応
下

不
レ

相
二

応
本
願
一

具
中

諸

過

失
上

、〈
因

〉

遠
二

離
信

楽

一
念
一

故

、〈
喩

〉

如
二

雑

修

等
一

と
、
上
来

観
二

一

念
法
相
一

竟
る

。（
中
略

）
⑰

〈

宗

〉

信

一

念

義
中

に

は
羯

磨

事

相

応
二

畢

竟

非

有
一

、〈
因

〉

無
二

因

縁
一

故

、〈
喩

〉

如
二

石

女

兒
一

、
又
⑱

〈

宗

〉

他

力

一

念

中

に

は

自
力

欲

生

帰

命

相

応
二

畢

竟

無
一

〈

因

〉

相

違

法

故

に
、〈
喩

〉

如
二

火

中

水
一

、（
中

略
）
取
レ

要

言
レ

之

、
汝
が
三

業

帰
命

は

非
二

信
心
決
定
一

、
故

に
立
レ

験
諭
す

、
⑲

〈

宗

〉

汝

が

三
業

帰

命
は

応
レ

不
レ

能
レ

蒙
二

仏
摂

取
一

、〈
因

〉

信

心

不
決

定
の

故
に

、〈
喩

〉

如
二

余
雑

業
行
者
一

、
又
⑳
〈

宗

〉

汝

が

三
業

帰

命
は

応
二

是

要
門

部
類
一

、〈
因

〉

兼
二

雑

身
口
一

擬
レ

成
二

生

因
一

故

、〈
喩

〉

如
二

雑
修

人
一

、
真

宗
正
義
と
い
ふ

も
の

決

し
て

不
二

成

立
一5

7
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で

あ

る
と

し

て
い

る
。
こ

の

よ
う

に

、
真

宗
の
正

義

は
「

信
」
の

一
念
こ

そ

が
機

受
の
実

相
で
あ

る
こ
と

を

明
か
す
た
め

、

大
瀛

は

右

の

Ⓐ
―

⑴

・
⑶
各
々
二

箇

所
の

引

文
で

「
三
支

作

法
」

を

頻
繁

に
用
い

て

い
る

。 

 

次

に

、
Ⓐ
―

⑸
（
「
就
レ

義

観

察

」
―
「

観
二

所
被

為

義
一

」
）
で

は
、
『
帰

命

弁

』
が

障

縁
の
機
に

つ

い
て
「

意

」
の
み
と
す

る
説

相

は 

「

運

想
三

業
」
の

自
力
「

欲

生
」

心

の
こ

と
で
、

本

願
一

念

の
義

で
は
な

い

こ
と

を

「
三
支
作
法
」

で
、 

 
 

㉑

〈

宗

〉

汝

が

障

縁

の

機

に

於

て

唯

意

業

を

許

す

と

云

ふ

も

其

意

業

と

は

是

れ

運

想

三

業

の

自

力
欲

生

心

に

し
て

本

願

一

念
の

義

に

非

ず
、〈
因

〉

汝

が
輩
素

よ

り
他

力

一
念

の
義
を

知

ら
ざ

る

が
故

に
〈

喩

〉

盲

者

の
牆

隙
を
闚

ふ
が

如

し
、
奚
ぞ

室
内
の
美

を
知
る

こ

と

を
え

ん

。（

中

略
）
況

や

最
初

帰

命
の

一
念
を

や

、
帰

命

の
一

念
は
如

来

永
劫

清
浄
真

実
の
大
行

の
所
二

荘
厳
一

何
ぞ
虚

仮

三

業

の

偽
飾

を

須
ひ

ん
、
唯

須

く
、
最

下
極

促
の
機

に

斉
う

し

て
入

る
べ
し

、
如
来

の
摂
取

在
二

聞
信

一

念
一

汝

等
勿
二

疑
慮
一

我

依
二

仏

祖

相
承

真

説
一

観
二

本
願

所

被
義
一

、
汝
が

羯
磨

帰

命
畢

竟

不
可

得
故
立
レ

験

諭
、
㉒

〈

宗

〉

三

業
帰
命

の
行
者

応
レ

非
二

本
願

一

乗

機
一

、〈
因

〉

自

異

取
二

別
途
一

故

、〈
喩

〉

如
二

定

散
諸

機
一

、
如
レ

是

法

中
已
に

無

く
、
機

中
亦

無
し

5
8

。 

と

示

し
て

い

る
。

す
な
わ

ち

、
大

瀛

は
仏

祖
の
真

説

に
照

ら

し
合

わ
せ
て

本

願
所

被
の
義

を
検
討

し
た
場

合

、
そ
の
概
念

に

対
す

る 

根

拠

を
欠

く

も
の

で
あ
る

か

ら
、
「

三
業

帰

命
」
の

行
者

は

本
願

一
乗
の

機

で
は

な
い
こ

と
を
指

摘
し
て

い

る
の
で
あ
る

。 

 

そ

し
て
、

Ⓐ
―

⑹
（
「

就
レ

義
観

察

」
―

「
観
二

本

尊

義
一

」
）
に

は
、
「
三

業

帰
命

」

説
を

「
本
尊

」

と
教
義

の
観

点
か
ら

、 

三

業

帰
命

と

は
無

稽
の
盲

談

に
し

て

絶
え

て
非
二

相

承

実
義
一

、故
立
レ

験
諭
、㉓
〈

宗

〉
執
二

三
業

帰
命
一

者
応
レ

不
レ

能
レ

見
二

真
仏
身
一

、

〈

因

〉

捨
二

聞

信
一

求
二

之
形

像
一

故

に
、〈
喩

〉

如
二

観

想

機
一

、
上

来

観
二

本
尊

義
一

竟

る
、

如
レ

是

就
二

大
行

大

信
一

成

就
文

観
二

相

承

実

義
一

三

業
帰

命
の

一
念
義

不
二

成
立
一

、

就
レ

義
観

察

す
る

に

已
に

無
し

5
9
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と

「

三
支

作

法
」

を
用
い

て
論
及

し

て
い

る
。
つ

ま

り

、
『

帰
命

弁

』
の
「

三
業

帰
命
」

説
は
自

力
の
所

作

を
必
要
と
す

る

も
の
で
、 

そ

の

形
像

を

見
て

自
力
「

欲

生
」
心

を
立

て
る
よ

う

な
「

三

業
帰

命
」
の

一

念
義

は
決
し

て
な
い

と
し
て

い

る
の
で
あ
る

。 
第

二

に
Ⓑ

（
「
就
レ

文
観
察

」
）

で
は

、 

 

若

し
如
レ

文
取
レ

義
以
て

三

業
帰

命

を
成

ぜ
ん
（

中

略

）
汝
ま

さ
に

無
尽

の

形
像

を

造
る

べ
し
、
三

業
帰
命

太
だ

忙
し
き

こ
と
な 

 

き

こ
と

を

え
ん

や

、（

中

略

）
何
ぞ

身

口
羯
磨

を

証
せ

ん

、（
中

略

）
若

し

不
レ

然

者
本

願
何
の

句

、
何
の

義

か
是

れ
自

力

羯
磨

相

な

る
、

汝

が

所

引

の
諸

文

是

れ

仏

祖

相

承

の

金

剛

錍

也

、
是

を

以

て

我

が

所
立

の

義

ま
す

ま
す
明

了

、

汝

出
し

て

明

証

と

す

る

も

の

は
実

に

是
れ

三
業
帰

命

の
盲

見

自
滅

の
明
証

な

る
の

み
、
上
来

就
レ

文

観
察
、
他
力
真
宗

の
文

中

に
は

汝
が
所

執
の
義

畢

竟

無
レ

有

、
故

立
レ

験

諭
、
㉔

〈

宗

〉

汝

が

三

業
帰

命
応
レ

非
二

妄

情
建

立
一

6
0

、〈
因

〉

無
レ

文

無
レ

義

故
、〈
喩

〉

如
二

十
劫

秘

事
等
一

、
如
レ

是

已

に

就
レ

義
就
レ

文

慇

懃
警
覚

す
、
然
れ

ど
も

外

人
酔

夢

甚
久
、
不
レ

能
レ

了
二

実

義
一

故
、
更
就
レ

事
警
二

覚
之
一

6
1

。 

で

あ

る
と

し

て
い

る
。
す

な

わ
ち
、

功
存

が
『
帰

命

弁
』

で
所
引

す
る
文

か

ら
は

、
何
れ

も
「
三

業
帰
命

」

説
が

成
立
し
な

い
こ

と

を

「

三
支

作

法
」

に
よ
っ

て
指
摘

し

て
い

る
の
で

あ

る
。 

最

後

、
Ⓒ

（
「
就
レ

事
観
察

」
）

に
は

、 

汝

就
レ

義
就
レ

文

破
レ

我
と

い

へ
ど

も

我
は

事
あ
り

て

こ
れ

を

証
す

る
が
故

に

三
業
帰

命
の

義
極
成

す

、（
中

略
）
三

業
邪
義

の

罪

過

を

証

験
す

る

（

中

略

）
不
レ

覚
三

自

陥
二

違

宗

過

中
一

、
（

中

略

）

自

義
の

過
を

知
り

て
仏

祖
の

真

実

に

義

を
見

る

こ
と

を

得

せ

し

む

、
但

、

汝
等

執
深
く

改

む
る

に

憚
る

を
以
て

の

故
に

、

文
の

繁
重
を

顧

み
ず

義

の
詳

明
を
要

須
す

6
2
 

と

し

て

、
「

欲
生

正

因
」
・
「

三

業
帰

命
」

説

は
論

理

不
成

立

で
あ

る
こ
と

を

、
大

瀛
は
『

金
剛
錍

』
に
お

い

て
証
明
し
た

の

で
あ
る

。 
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結

論 本

稿

で
は

、
大
瀛

の
『
金

剛
錍
』

が

論
理

の
頂
点

で

あ
る

と

い
う

評
価
が

与

え
ら

れ
て
き

た
意
義

を

検
討
し

て
き
た
。
そ

こ

で
、

『

金

剛
錍
』

が
有

す
る
個

的

な
歴

史

・
教

学
的
背

景

を
十

分

に
考

慮
し
て

い

く
こ

と
で
、

再
び
『

金
剛
錍
』

に
伏
在
す
る

重

層
的

な

意

義

を
見

出
す
こ

と
が
で

き

る
と

思

わ
れ

た
。 

そ

こ

で
、
第

一
章

で
は
真

宗

教
学

史

と
「

因
明
」

学

と
を

併

行
し

て
研
究

し

て
い
く

中
で
、
そ
の

受

容
は

江

戸
期

に
隆
盛

を
極

め

て

い

た
。
そ

う
し

た
真
宗

学

匠
に

よ

る
研

鑽
の
姿

勢

が
、

後

の
「

三
業
惑

乱

」
と

い
う
宗

義
論
争

に
お
い

て

交
わ
さ
れ
る

反

駁
書

の

一

、

大
瀛

の

『
金

剛
錍
』

に

「
因

明

」
の

影
響
が

与

え
ら

れ

て
い

る
こ
と

が

示
唆

さ

れ
て

き
た
。 

第

二

章
で

は
、
「
三

業
惑

乱

」
の
争

点
を

概

説
し

て
、
功
存

の
『
帰

命
弁

』
に

示
さ

れ
る

要
点
を

挙

げ
た
。
そ
の
『
帰
命

弁
』
の
論

理

構

造
を

整

理
す

る
こ
と

で

、
『
帰

命
弁

』

所
説

の

「
欲

生

正
因

」
・
「
三

業

帰
命

」

説
の

論
点
が

明

確
と

な
る
も

の
で
あ

る

。 

そ

し

て
、
第

三
章

で
は
『

金

剛
錍

』

の
論

理
形
態

に

つ
い

て

検
討

を
行
っ

て

き
た

が
、
何
れ
も
大

瀛

は
『

帰

命
弁

』
の
「

欲
生

正

因

」
・
「
三

業

帰
命

」
説
を

破

斥
す

る

各
箇

所
か
ら

は

、
「
因

明
」

に

よ
る
「

真
能

破
」
（
「

立
量
破

・

顕
過

破
」
）

と

い
う
役

割
か

ら
、

『

金

剛
錍
』

の
論

理
構
造

を

体
系

付

け
て

い
た
の

で

あ
る

。
こ
れ

は
『
金

剛

錍
』

の
発
揮

で
あ
る

と

い
え

る
。
そ
の
『
金
剛

錍
』

―

【

上

巻
】
に

は
、
「

立
量

破

」
―
「

三
支

作

法
」
＝

七
箇

所

、
「
顕

過
破

」
＝
「
自

語
相

違

」
一

箇

所
に
確

認
で
き
た
。
ま

た

、
『

金
剛

錍

』

―
【

下

巻
】
で
は
「

立

量
破

」

―
「

三
支
作

法

」
＝

一

七
箇

所

、
「

顕

過
破

」

＝
〇

箇
所
と

、
『
金
剛

錍
』

全
体
で

計
二
五

箇

所

に
「

因

明

」
が

援
用

さ
れ

て

い
た

の

で
あ

る

。
し

た

が
っ

て
、
『
金

剛
錍
』
の

論
理

構
造
は
「
因

明

」
を
意
図
し

て

成
立
さ

せ
た

反
駁

書

で

あ
る

と

い
う

こ
と
が

で

き
よ

う

。 
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す

な

わ
ち
、
大
瀛

の
『
金

剛

錍
』
が

精
緻

な

る
論

理

で

、
『

帰

命
弁

』
の
「

欲

生
正
因

」
・
「
三
業

帰
命

」
説
に
対

す
る
反

駁

書
の
頂

点

し

た
評

価

は
尤

も
で
あ

り

、
そ

の

論
理

の
基
底

を

成
す

一

側
面

に
は
「

因

明
」

が
あ
る

と
い
え

よ

う
。 

こ

の

よ
う

に
「
三

業

惑
乱

」
の

場
に

お
い

て

、
「
因

明

」
が
一

翼
を

担

っ
て

い

た
と

い
う
事

実
が
示

さ

れ
た
こ

と
は
、
大
き

な
要
因

と

し

て
位

置

付
け

る
こ
と

が

で
き

る

の
で

は
な
い

だ

ろ
う

か
。
ま

た
、
こ

れ

ま
で
「
宗

乗
」
と
「

因

明
」
と
を

関
連
付
け

た

内
容
は

、

僅

か

武
邑

尚

邦
氏

に
よ
る

研

究
が

確

認
さ

れ
る
程

度

で
あ

っ

た
。

と
こ
ろ

が

、
改

め

て
こ

の
よ
う

な

点
か
ら

の
一
視
座
が
提

示
で

き

た

と

い
う

こ

と
は

、
江
戸

―

明
治

期

の
真

宗
教
学

史

に
更

な

る
研

究
の
展

開

を
望

む

こ
と
が
で
き
る

。 

と

こ

ろ
で

、
義

勇

は
『
追

難

抄
』
で
『

金
剛

錍
』
に

対
し

て

、
「
近

 

ハ

就
二

宗
意
一

有
二

芸

陽
芿
園

之
撰

 

ナ
ル

者
一

披

 

ニ

レ

之
立
破

 

ノ

精
密

 

ナ
ル
ヿ

誰

敢
間

然

 

セ
ン

是

雖
レ

未
三

明

 

ニ

施
二

三

支

作
法
一

通
二

達

 

シ
テ

此

道

 

ニ

一

而

振
二

金
錍
一

之

所

致

也
」

と

記
し

て

い

た

が

、
こ

れ

は
本
稿

で

確
認

し
て

き

た
よ

う

に

、

大
瀛

の

『
金

剛
錍
』

は

「
三

支

作
法

」
に
よ

る

主
張

方

法
が

さ
れ
て

い

た
こ

と
は
証

明
し
て

き
た
通

り

で
あ
る
。 

右

の

問
題

点

を
究

明
す
る

た

め
に

は

、
現

存
す
る

『

金
剛

錍

』
の

異
本
等

か

ら
の
比

較
研

究
が
必

要

と
な

っ

て
く

る
で
あ

ろ
う

。

そ

の

『
金

剛
錍
』

の
異
本

に

は
、

各

々
、

編
述
の

体

裁
や

論

拠
に

相
違
が

認

め
ら
れ

る
こ

と
か
ら

、

本
来
な

ら
ば

、
そ
れ
ら

の
修

訂

か

ら

『
金

剛
錍
』

の
検
討

が

行
わ

れ

る
べ

き
で
あ

っ

た
。

し

か
し

、
本
稿

で

は
「

因

明
」
と
い
う
枠

組
み
の

中
か

ら
『
金
剛

錍
』

を

捉

え

直
す

こ

と
に

よ
っ
て

、

そ
こ

に

新
た

な
評
価

を

与
え

よ

う
と

試
み
て

き

た
こ

と
か
ら

、
異
本

等
か
ら

の

比
較

研
究
に
ま

で
踏

み

込

む

こ
と

は

で
き

な
か
っ

た

。
当

然
、『
金

剛
錍
』
全

体
の

比

較
研

究
を
通

じ

て
こ

そ

、
よ

り
そ
の

真
価
が

論
じ
ら

れ
る
も
の

で
あ
る

。

そ

こ

に
、

は

じ
め

て
大
瀛

が

打
ち

立

て
よ

う
と
し

た

教
学

の

思
索

深
化
が

明

ら
か

に
な
る

も
の
と

い

え
よ
う

。
以
上
、
今
後

の
課

題

と

し

て
研

究

を
進

め
て
い

く

こ
と

に

し
た

い
。 
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【

註

】 
本

稿

で
は

、

引
用

元
が
旧

字

体
の

表

記
で

あ
っ
て

も

原
則

と

し
て

新
字
体

で

表
記

し
た
。

ま
た
、

傍
線
・

網

掛
け
・
括
弧
類

を
適

宜

補

っ

た
。 

1
 

「

因

明

」

の
形

式

は
、

論

証

す

る

命

題

と
し
て

の

「
宗

」
、

そ

の

成
立

理

由

で

あ

る

「

因

」
、

例
証

と

し
て

の

「
宗
」

と
「

因

」
と

の

関

係
を

明

ら
か

に
す
る
「

喩
」

か

ら
成

立
す
る

。 
2
 

武

邑

尚

邦

『
因

明

学
―

起

源
と

変

遷
』

一
六
四

―

一
六

五

参
照 

3
 

『

帰

命

弁

』

は

、

明
治

三

〇

（

一

八

九

七

）
年

八

月

に

西

村

護

法

館
か

ら

発

行

さ

れ

た

刊

本
が
活

字

翻
刻

本

で

あ

る
が

、

全
四
二

頁

中

二
一

頁

か
ら

三
六
頁

分

を
欠

い

て
い

る

。
そ

の

他

、「
宝

暦
一

四
年

」
の

刊
本

が

六
本
、
書

写

本
が

一

本

、
知

空
『

南
窓

塵
壺

』
・

峻

諦
『
北

窓

偶
談

』
・
義
教
『

閲
寮

壁

聞
』
と
合
冊

の

形
で

荒

尾
元

正
寺
か

ら

昭
和

五
一
（

一
九
七

六

）
年

四

月
に

発
行
さ

れ

た
影

印

本

が

一
本

、
龍
谷

大

学
大

宮

図
書

館

に
所

蔵
さ
れ

て

い
る

。
こ
れ

ら

の
書

誌

情
報
・
そ
の

他

の
事

項

に
つ

い
て
は

、
殿
内
恒

氏
・
他
、

共

同

研
究
「

功
存
『
願
生

帰

命
弁

』
の
本

文
研
究
（

一
）
―

刊
本

の
翻
刻

紹

介
―

」
（
『
仏

文
研
』
四

八
・
一

一
二

―
一
一

七
頁

）
、
殿

内

恒

氏
、

個

人
研

究
「
功

存

『
願

生

帰
命

弁
』
の

本

文
研

究

（
二

）
―
『

原

稿
本

』
の
翻

刻
紹
介

―
」
（
『

仏

文
研
』
四
九
・

九
八

―

一

〇

〇
頁

）

に
詳

し
い
。

な

お
、

本

稿
で

は
影
印

本

を
用

い

た
も

の
で
、

丁

数
の

表
記
は

い
ず
れ

も
こ
れ

に

従
っ
た
も
の
で

あ
る

。 
4
 

道

隠

の
『

傍
観

芸
洛

』
に
、「
三

業

ノ
規

則
タ
ノ

ミ

ヲ
正

本

ト
ス

ヽ
ム
ル

ユ

ヘ
ニ

縦
令
コ

ヽ
ロ
ニ

タ
ノ
ミ

奉

ル
信
心
ア
リ
ト

モ
身

口

ノ

威

儀
ヲ

ソ

ロ
ヘ

タ
ル
覚
ヘ

ナ
ケ

レ

ハ
タ

ノ
ミ
シ

オ

ホ
ヘ

モ

ナ
キ

モ
ノ
ナ

リ

ト
テ

愚
昧
ノ

輩
ヲ
説

諫
ヲ
加

ヘ

急
ニ
引
テ
仏
前

ニ
向

ヒ

合

掌

セ
シ

メ

口
業

ニ
一
声

タ

ノ
マ

シ

メ
竟

レ
ハ
往

生

印
可

ス

ル
故

ニ
甚
シ

キ

ニ
至

テ

ハ
其
頼
ミ
シ
年

月
日
時

マ
テ

ヲ
記
憶

セ

シ
メ

然

ラ

サ

レ
ハ

タ

ノ
ミ

ナ
ヲ
シ

ト

云
フ

ニ

至
テ

ハ
皆
是

三

業
帰

命

ノ
標

相
タ
ノ

ミ

ヲ
本

ト
ス
ル

カ
ユ
ヘ

ニ
是
ニ

依

テ
他
流
他
門
ノ

議
難

ヲ

招

ク

ノ
ミ
ニ

非
ス

自
宗
ノ

人

ニ
モ

亦

羯
磨

帰
命
ナ

リ

ト
題

セ

ラ
ル

ヽ
モ
道

理

ノ
サ
ス

処
ナ

リ
諍
論

ノ
基
ナ

リ

コ
レ
ヲ
張
ル
モ

ノ
早

ク

改

メ

ス
ン

ハ

安
堵

ノ
日
ナ

カ

ル
ヘ

シ

」
（
『

傍
観
芸

洛

』
八

丁

左
―

九
丁
右

）

と
あ
る

こ
と

で
知
ら

れ

る
。 

5
 

大

原

性

実

『
真

宗

願
生

論

の
展

開

』
一

三
七
―

一

三
八

頁 
6
 

井

上

見

淳

「
真

宗

史
上

に

お
け

る

「
越

後
法
論

」

の
位

置

づ
け

」
（
『
真

宗

研
究

』

六
〇

・
二
五

〇

頁
） 

7
 

大

瀛

の

『
金

剛

錍

』
に

は

異

本

が

四

種

あ

る
。

こ

れ

ら

の

書

誌

情

報
・

そ

の

他

の

事

項

に
つ
い

て
は

、

井

上

善
幸

「
大
瀛

『

横
超

直

道

金
剛
錍
』
と
『

浄
土

真

宗
金

剛
錍
（

三
巻
本

）
』
の

対

照
翻

刻
」（
『
仏

文

研
』
四
九
・
一

三
八

―

一
四

二

頁
）
に
詳
し

い

。
な

お
、

本

稿

で
は

『

真
叢

』
第
一

〇

巻
所

収

の
『

浄
土
真

宗

金
剛

錍
』
を

用
い
た

も

の
で

、
頁
数

の
表
記

は
い
ず

れ

も
こ
れ
に
従
っ

た
も

の

で

あ

る
。 

8
 

『

真

全

』

五
一

・

三
九

六

下
―

三

九
七

上 
9
 

『

追

難

抄

』

は

、

外
題

：
「

因

明

追

難

抄

」
・
内

題

「

因

明

三

十

三
過
本

作

法

纂

解

追

難

抄
」
と

あ

る
。

そ

の
『

追
難
抄

』
の

巻

頭

に

は

、「
維

時

文
化

十
三
歳

次

丙
子

初

秋
上

旬
奉
」
と

あ

っ
て

、
次
に
「

命
看

護

於
大

学

黌
八
月
朔
日
開

秋
講
莚

」
と

記

さ
れ
て

い
る
。

ま

た
、
本

書
の

奥
書

に
は
「
因

明

三
十

三
過

本
作

法

纂
解

追

難
抄

畢

 

 

丙

子
閏

識
」
と

あ
る
。
龍

谷
大
学

大
宮
図

書
館
「

写
字

台

文
庫

」
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に

所

蔵
さ

れ

て
い

る
。
な

お

、
丁

数

の
表

記
は
い

ず

れ
も

こ

れ
に

従
っ
た

も

の
で

あ

る
。 

1
0
 

『

追

難

抄

』
一

丁

右
―

左 
1

1
 

宝

観

の

著

作

と

し

て

、

代

表

的

な

も

の

は

『

因

明

入

正

理

論

本

義

鈔

』
・
『

因

明

入

正

理

論

略

量

議
』
（

以
下

、
『
略

量
議
』
）
・
『
因

明

入

正
理

論

略
量

議
玄
談

』
（
以

下

、
『
玄

談

』
）
が
あ

る
。
こ
れ

ら
『
略

量

議
』
と
『
玄

談
』
は

、
主

と

し
て
快
道
（
一

七

五
一

―

一

八

一

〇

）
の
『

因
明

三
十

三

過
本

作

法
纂

解
鼓
攻

』
と
『
因

明

入
正

理
論

疏

量
議

鈔

』
か

ら
の
抜

粋

に
よ
っ

て
構
成
さ
れ

た

も
の

で

、

そ

れ

を
一

冊

に
ま

と
め
た

も

の
が

龍

谷
大

学
大
宮

図

書
館

に

所
蔵

さ
れ
て

い

る
。

ま
た
、

本
書
の

奥
書
に

は

「
天
保
十
五
龍

集
辰

年

十

月

四
日

清

書
功

畢
沙
門

宝

観
」

と

あ
る

。
な
お

、

丁
数

の

表
記

は
い
ず

れ

も
こ

れ

に
従
っ
た
も
の

で
あ
る

。 
1

2
 

『

玄

談

』

二
丁

左

―
三

丁

左 
1

3
 

こ

の
「

欲

生
正

因

」
・
「

三

業

帰
命

」
説

と

は
、
前

者
が
「

帰
命

」
の
心

相

の
内

容

よ
り
、
対
し
て

後
者
は

、
そ
の
表
現

に

つ
い

て

呼

称

し
た

も

の
で

あ
る
。 

1
4
 

『

大

正

』

一
二

・

五
九

一

上
―

下 
1

5
 

陳

那
（

四

八

〇
―

五
四

〇

年
頃

）
の
『

因
明
正

理

門
論

』（

以
下
、『

正

理

門
論

』
）
の
い

う
と

こ

ろ
に

知

ら
れ

る
が
、
漢

訳
に
伝

わ

ら

な

い
の

で

直
接

に
は
世

親

の
「

因
明

」
論

式
等

は

確
認

が

で
き

な
い
。
し

か

し

、『

正
理
門
論
』
に
「
此

之
多
言
（
「

宗
・
因
・
喩
」
）

於
二

論

式
等
一

説

名
二

能
立
一

」
（
『
大

正
』

三
二
・

六

中
）

と

同
意

の
記
述

が

み
ら

れ

る
。 

1
6
 

『

浄

全

』

一
〇

・

三
一

下

―
三

四

下 
1

7
 

『

真

宗

史

料
集

成

』
七

・

九
九

下

―
一

〇
〇
上 

1
8
 

『

真

宗

史

料
集

成

』
七

・

三
一

九

上 
1

9
 

な

お

、
こ

の
『
親

鸞
聖

人

正
明

伝

』
に

つ

い
て

は

、
そ
の

刊
記

に

お
い

て

、
「
右
正

明
伝

一
帙
者

、
常
楽

台
存
覚

師
所
レ

撰

也
。
贈

之

蔵
二

野
州

高
田

宝
庫
一

矣

。
述

作
爾

来

三
百

余
歳

。
于

此
視
レ

之
人

尠
焉

。
其

肖

歎
下

其

伝
尚

淪
壁

底
一

不
行

諸
世
上

、
寿
之

梨

棗
一

広

流

人

間
一

者
如
レ

是

。
於

虖
護

法

之
切

也
、
其
難

哉
。
」
と
あ

る
よ

う

に
、
そ
の

著

者
は

存

覚
で

あ
っ
て

、
存

覚
か
ら

下
野

国
高

田

専
修

寺

の

宝

庫
に
贈

ら
れ

て
三
百

余

年
間

、

視
る

人
が
少

な

か
っ

た

の
で

刊
行
し

た

と
述
べ

て
い

る
。
し

か

し
、
玄

智
（
一
七
三

四

―
一

七

九

四

）
が
『
非

正

統
伝
』
に

お

い
て

、
こ

れ
を
偽

作

と
す

る

評
価

は
一
般

的

で
あ

る

。
ま
た

、
山
田

文
昭

氏

は
『
親

鸞
聖
人

正
明

伝

』

を

「

そ
の

文

勢
の

上
か
ら

い

ふ
も

固

よ
り

存
覚
の

も

の
で

は

な
い

。
殊
に

そ

の
内

容
が
暗

に
高
田

の
正
統

な

る
こ
と
を
示
さ

う
と

つ

と

め

て
居

る

点
か

ら
見
る

と

、
後

世

、
恐

ら
く
は

徳

川
期

に

入
っ

て
か
ら

高

田
派

の
学
徒

が
存
覚

に
託
し

て

偽
撰
し
た
も
の

」
（
『

親

鸞

と

そ
の

教

団
』
一

六
頁

）
と

評
さ

れ
た

の

が
定

説

と
さ

れ

る
所

以
で
あ

る

。
だ
が

、
山
田

文
昭
氏

は
こ
の

史
料

に
つ
い

て

、「
徳

川

時

代

に
成

立

し
た
幾
多
の

親

鸞
伝

の

中
で

は
可
な

り

有
力

な

る
一

つ
で
あ

っ

て
明
治

の
晩

年
ま
で

に

出
た

親

鸞
伝

は
多
少

皆
そ
の

影

響

を

蒙
っ

て

居
な

い
も
の

は

な
い

」
（
『
親

鸞
と
そ

の

教
団

』

一
九

頁
）
と

述

べ
て
い

る
よ

う
に
、

江

戸
期

に

真
宗

が
承
け

た
思
想

が

窺

え

る
歴

史

的
史

料
と
し

て

は
有

力

な
も

の
で
あ

る

。 
2

0
 

『

龍

谷

大

学
三

百

年
史

』

六
一

五

―
六

二
三
頁 

2
1
 

中

村

元

「

因
明

入

正
理

論

解
題

」
（
『
国

訳
一
切

経

和
漢

撰

述
部

（
二
三

）

論
疏
部

』
二

七
下
―

二

八
上

） 
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2

2
 

『

因

明

入

正
理

論

大
疏

随

聞
書

』

の
筆

録
者
は

、
「

泉
州

大
島

群

長
承

寺

村 

正
覚
寺 

無
染

」
と
あ

る

。 
2

3
 

道

隠

以

前

の
安

居

の
講

本

は
凡

て
『

因
明

纂
解

』
で
、
こ

れ
は
『

因
明

三

十
三

過

本
作

法
纂
解

』
の
講
義

で

あ
る
。
こ

れ
は
、
当

時

の

「
因

明

」
研

究
の
風

潮

に
乗

じ

た
も

の
で
あ

る

。
と

こ

ろ
が

、
道
隠

の

講
義

は
『
因

明
入
正

理
論
疏

』

の
講
義
で
、
従

来
の

過

類

研

究
を

よ

り
根

底
的
な

『

入
正

理

論
』

研
究
へ

と

進
め

て

い
る

点
は
注

意

す
べ

き
も
の

で
あ
る

。 
2

4
 

『

真

全

』

六
六

・

三
九

七

下 
2

5
 

『

真

全

』

六
六

・

五
〇

五

下 
2

6
 

海

蔵

の
『
浄

土

真
宗
僧

宝

伝
』
は
、
伝
聞

に
終

始

し
て

杜

撰
な

点
が
多

く

あ
り

、
史

料
と

し
て

全

面
的

な

採
用

は
し
難

い
。
し

か

し

、

著
者

の

出
生

地
芸
州

地

方
の

学

匠
に

お
い
て

は

、
知

友

も
多

い
こ
と

で

あ
る

こ
と
か

ら
、
地

方
史
的

の

価
値
は
非
常
に

高
い

と

評

価

さ
れ

て

い
る

。 
2

7
 

村

上

速

水

「

真

実

院

大

瀛

和

上

略

伝

並

著

者

目

録

」
（
『

真

宗

学

』

一

〇

・

八

八

上

―

九

一

下

）
、

井

上

哲
雄

『

真
宗

本

派

学

僧
逸

伝

』
、
海
蔵
『

浄

土
真
宗

僧

宝
伝

』
、
西
方

寺
『

静

か

に
お

も
ん

み

れ
ば

』
・
『

大
瀛

和
上
実

伝
抜

粋

』
、
溪

口

廉
造
『
真
実

院
大
瀛

和
上

伝

』
、
鳥
鼠

義

卿
『
三
業

惑

乱
の

始

終
』
・
『

芸
備

の

真
宗

学

侶
』
、
広
島

市

編
『
可

部
町
史

』
、
ま

た

、
大
瀛

の
兄

宏
達

の
子
孫

に
あ
た

る

今

田
三

哲

氏
が
大
瀛
和

上

事
跡

研

究
会

で
ま
と

め

た
「

大

瀛
和

上
略
伝

」
（
『
静
か

に
お

も
ん
み

れ

ば
』

三

―
八

頁
）
が

あ
る
。 

2
8
 

『

真

全

』

六
六

・

四
六

七

下 
2

9
 

『

浄

真

全

』
二

・

二
五

頁 
3

0
 

『

帰

命

弁

』
上

・

六
丁

右

―
六

丁

左 
3

1
 

『

帰

命

弁

』
上

・

一
丁

左

―
下

・

一
丁

右
（
「

第

六

門
」

問
答

：

下
・

一

丁
右

―

一
四
丁
左
） 

3
2
 

『

帰

命

弁

』
上

・

一
丁

左 
3

3
 

『

帰

命

弁

』
上

・

五
丁

左

―
七

丁

左 
3

4
 

『

帰

命

弁

』
上

・

一
三

丁

右 
3

5
 

『

帰

命

弁

』
下

・

六
丁

左

―
七

丁

右 
3

6
 

『

笑

盲

訣
』
は

、
寛
政

二
（
一

七
九

〇
）
年
に

越

中
富

山
：
紅

屋
伝
兵

衛
・
越

中
高

岡
：
綿
屋

吉

郎
右

衛
門
・
美
濃
大

垣
：
松

浦

善

兵

衛
・
〔
大

阪
書

林
〕
高
麗

橋

一
丁

目
：
浅
野

弥

兵
衛

、
〔

京
都

書
林

〕
岩

上

仏
光

寺
上
ル

町
：
木

村

八
郎
兵
衛
、
醍

井

通
五

条

上
ル

町
：
巽

佐
右

衛
門

の

出
版

者

か
ら

発

行
さ

れ
た
も

の

で
あ

る

。
『
笑

盲
訣

』
は

、
大
谷

派
僧
厳
の
『

抉
膜
篇

』
・
『
帰

命
本

願

訣
』
に
対

し

て

批
判

し

た
書

物
で
あ

る
。
ま

た
、
本

書

の
奥

書

に
は
「
寛

政
二

歳
庚

 

 

戌

五

月

仲
旬

」
と
あ
る

。
龍

谷

大
学

大

宮
図

書
館
に

所

蔵
さ

れ

て

い
る

。

な
お

、
丁
数

の

表
記

は

い
ず

れ
も
こ

れ

に
従

っ

た
も

の
で
あ

る

。 
3

7
 

『

笑

盲

訣

』
一

五

丁
左 

3
8
 

『

金

剛

錍

』
上

・

一
二

上

―
二

八

上 
3

9
 

『

金

剛

錍

』
上

・

三
六

上 
4

0
 

『

金

剛

錍

』
下

・

四
三

上

―
七

九

下 
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4

1
 

『

大

正

』

三
二

・

一
一

上

―
中 

4
2
 

村

上

専

精

『
活

用

講
述

：

因
明

学

全
書

』
一
六

四

頁
、

湯

次
了

栄
『
因

明

本
作

法
講
義

』
一
四

頁
を
参

照

に
図
示
し
た
。 

4
3
 

ま

た

、
「

喩

」
は
「

同
喩

」
と
「
異

喩

」
と

に
分

か

れ
る

。
本
稿

で
は
前

者
「

同
喩

」
の

意

に
お

い

て
示

し
た
が

、
後
者
「

異
喩
」

と

は

、
こ

れ

か
ら

論
証
し

よ

う
と

す

る
主

張
の
「

宗

」
の

「

法
」

と
が
無

関

係
で

あ
っ
て

、
ま
た

そ
の
主

張

の
根
拠
「
因
」

と
も

無

関

係

で
あ

る

例
喩

の
意
味

で

あ
る

。
こ
れ

は

、
側
面

か

ら
主

張

を
論

証
す
る

の

に
用
い

る
作

法
で
あ

る

。
例

え
ば
、「

声
は
無

常

な
り

」

で

は

、「

常

な
る

も
の

は
凡

て

所
作

性

の
も

の
に
非

ず

」
の

命
題

と
、
そ
の

命

題
に

対

す
る
実
例
、「

虚
空

」
な
ど

を
い

う
。
つ

ま
り

、

「

所

作
性

」
と
い

う
「
因

」
が
「
無

常
」
に

の
み

関

係
し

て
「
常

」
に
は

全

く
無
関

係
で

あ
る
こ

と

、
「
同

喩

」
と
「
異

喩

」
を

も
っ

て

示

し
た

も

の
で

あ
る
。 

4
4
 

『

金

剛

錍

』
上

・

四
上 

4
5
 

『

金

剛

錍

』
上

・

一
二

下 
4

6
 

『

金

剛

錍

』
上

・

一
五

上 
4

7
 

『

浄

真

全

』
二

・

八
〇

頁 
4

8
 

『

金

剛

錍

』
上

・

一
八

下 
4

9
 

『

大

正

』

一
二

・

二
七

八

上 
5

0
 

『

金

剛

錍

』
上

・

三
一

上 
5

1
 

「

因

明

」
に

お

け
る
過

失

は

、
『
入

正
理

論
』
に
「

宗

九
過

」
：
「

現
量

相

違
・
比

量
相
違
・
自

教

相
違
・
世

間
相

違
・
自

語

相
違
・

能

別

不
極

成
・
所

別
不
極

成
・
倶
不

極
成
・
相
符

極

成

」
、
「

因
十

四
過
」
：
「[

四

不
成]

：
両
倶
不

成
・
随
一

不
成
・
猶
予

不

成
・
所

依

不

成[

六

不
成]

：
共
不
定
・
不

共
不

定
・
同

分
異

全

不
成
・
異
分

同

全
不

定
・
倶
分
不
定
・
相
違
決

定
不

定[

四
相

違]

：
法
自

相
相

違
・

法

差

別
相

違
・
有

法
自
相

相

違
・
有

法
差

別
相
違

」
、
「
喩

十

過
」
：
「[

同
喩

五

過]

：
能

立
法
不

成
・
所

立
法

不

成
・
倶
不
成
・
無
合

不

成
・
倒

合
不

成[

異

喩

五
過]

：
所

立
法

不
遣
・
能
立

法

不
遣
・
倶
不

遣
・
不

離

不
遣
・
倒
離

不
遣
」
（
『

大

正
』
三
二
・
一
一

中
―
一

二

中

）

の
計

「

三
十

三
過
」

が

挙
げ

ら

れ
て

い
る
。 

5
2
 

『

大

正

』

三
二

・

一
一

下 
5

3
 

『

真

全

』

七
二

・

一
四

二

下
―

一

四
三

上 
5

4
 

『

金

剛

錍

』
上

・

三
六

上 
5

5
 

『

金

剛

錍

』
下

・

四
三

下 
5

6
 

『

金

剛

錍

』
下

・

四
八

下 
5

7
 

『

金

剛

錍

』
下

・

五
五

上

―
五

七

下 
5

8
 

『

金

剛

錍

』
下

・

六
二

上

―
六

三

下 
5

9
 

『

金

剛

錍

』
下

・

六
五

下 
6

0
 

『

真

叢

』
第

一
〇

巻
所

収

の
『

金
剛

錍
』
で
は

、
「
汝

が
三

業

帰
命
応
レ

非
二

妄

情
建

立
一

」
と

な

っ
て
い

る
が
、
文
脈
並

び
に
内

容
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か

ら

し
て

あ

り
得

ず
誤
記

で

あ
る

。

お
そ

ら
く
「

汝

が
三

業

帰
命

応
レ

非
レ

非
二

妄

情
建

立
一

」
が

正
し
い

と

思
わ
れ
る
。 

6
1
 

『

金

剛

錍

』
下

・

七
七

上

―
七

八

下 
6

2
 

『

金

剛

錍

』
下

・

七
八

下

―
八

一

上 

【

略

号
】 

・
『

浄

真
全

』
：
『

浄

土
真

宗

聖
典

全

書
』 

・
『

浄

全
』
：
『
浄

土

宗
全

書

』 

・
『

浄

土
論

』
：
『

無

量
寿

経

優
婆

提

舎
願

生
偈
』 

・
『

真

全
』
：
『
真

宗

全
書

』 

・
『

真

叢
』
：
『
真

宗

叢
書

』 

・
『

大

正
』
：
『
大

正

新
修

大

蔵
経

』 

・
『

仏

文
研

』
：
『

仏

教
文

化

研
究

所

紀
要

』 

・
『

龍

大
論

集

』
：
『

龍
谷

大

学
論

集

』 

【

参

考
文

献

】 

 

〈

史
料

〉 

・

義

勇
『

因

明
三

十
三
過

本

作
法

纂

解
追

難
抄
』
（

文

化
一

三
〈

一

八
三

〇

〉
年

刊
） 

・

功

存
『

願

生
帰

命
弁
』
（

宝

暦
一

四
〈

一

七
六

四

〉
年

刊

） 

・

大

瀛
『

浄

土
真

宗
金
剛
錍

』
（
寛

政
九

〈

一
七

九

七
〉

年

刊
） 

・

大

円
『

笑

盲
訣

』
（
寛

政

二
〈

一

七
九

〇
〉
年

刊

） 

・

道

隠
『

傍

観
芸

洛

』
（

文

化
四

〈

一
八

〇
七
〉

年

刊
） 

・

宝

観
『

因

明
入

正
理
論

疏

略
量

議

玄
談

』
（
天

保

一
五

〈

一
八

四
四
〉

年

刊
） 

 

〈

論
文

〉 

・

井

上
見

淳

「
真

宗
史
上

に

お
け

る

「
越

後
法
論

」

の
位

置

づ
け

」
（
『
真

宗

研
究

』

六
〇
・
二
〇
一

六
年
） 

・

井

上
善

幸

「
大

瀛
『
横

超

直
道

金

剛
錍

』
と
『

浄

土
真

宗

金
剛

錍
』
の

対

照
翻

刻

」
（
『

仏
文
研

』

四
九

・

二
〇

一
〇
年

） 

・

武

邑
尚

邦

「
日

本
に
お

け

る
因

明

研
究

―
特
に

宝

観
の

研

究
を

め
ぐ
っ

て─

」
（
『
龍
大

論
集
』

三
九
四

・

一
九
七
〇
年
） 

・

殿

内
恒

「

功
存

『
願
生

帰

命
弁

』

の
本

文
研
究

（

一
）

―

刊
本

の
翻
刻

紹

介
―

」
（
『
仏

文
研
』

四
八
・

二

〇
〇
九
年
） 

・

殿

内
恒

「

功
存

『
願
生

帰

命
弁

』

の
本

文
研
究

（

二
）

―

『
原

稿
本
』

の

翻
刻

紹
介
」
（
『
仏
文

研
』
四

九

・
二
〇
一
〇
年

） 

・

村

上
速

水

「
真

実
院
大

瀛

和
上

略

伝
並

著
作
目

録

」
（
『

真

宗
学

』
一
〇

・

一
九

五

四
年
） 
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〈

書

籍
〉 

・

井

上
哲

雄

『
真

宗
本
派

学

僧
逸

伝

』
（

永

田
文

昌

堂
・

一

九
七

九
年
） 

・

大

原
性

実

『
真

宗
願
生

論

の
展

開

』
（

永

田
文

昌

堂
・

一

九
六

四
年
） 

・

武

邑
尚

邦

『
因

明
学
―

起

源
と

変

遷
』
（

法
蔵

館

・
一

九

八
六

年
） 

・

村

上
専

精

『
活

用
講
述

：

因
明

学

全
書

』
（
哲

学

書
院

・

一
八

九
一
年

） 

・

山

田
昭

文

『
親

鸞
と
そ

の

教
団

』
（
法

蔵

館
・

一

九
四

八

年
） 

・

湯

次
了

栄

『
因

明
本
作

法

講
義

』
（
興

教

書
院

・

一
九

二

五
年

） 

 

〈

資
料

〉 

・

今

田
三

哲

「
大

瀛
和
上

略

伝

」
『

静
か

に

お
も

ん

み
れ

ば─

大

瀛
和
上

ご

遺
徳

鑽

仰
―

仏
恩
報

謝

』
（
西

方
寺

・
一
九

九
四
年

） 

・

教

学
伝

道

セ
ン

タ
ー
編

『

浄
土

真

宗
聖

典
全
書

（

二
）

宗

祖
篇

上

』
（

本

願
寺

出

版
社
・
二
〇
一

一
年
） 

・

西

方
寺

『

静
か

に
お
も

ん

み
れ

ば

』
（

西

日
本

印

刷
・

一

九
九

四
年
） 

・

西

方
寺

『

真
実

院
大
瀛

和

上
宝

伝

抜
粋

』
（
開

興

印
刷

所

・
一

九
三
〇

年

） 

・

浄

土
宗

典

刊
行

会
編
纂

『

浄
土

宗

全
書

（
一
〇

）

宗
義

顕

彰
』
（

浄
土

宗

典
刊

行
会
・

一
九
三

〇
年
） 

・

真

宗
叢

書

編
輯

所
『
真

宗

叢
書

（

一
〇

）
』
（
興

教

書
院

・

一
九

二
七
年

） 

・

高

楠
順

次

郎
編

『
大
正

新

修
大

蔵

経
（

三
二
）

論

集
部

全

』
（

大

正
一

切

経
刊

行

会
・
一
九
二
五

年
） 

・

高

楠
順

次

郎
編

『
大
正

新

修
大

蔵

経
（

一
二
）

宝

積
部

下

・
涅

槃
部
全

』
（

大
正

一
切

刊
行
会

・
一
九

二

五
年
） 

・

渓

口
廉

造

編
『

真
実
院

大

瀛
和

上

伝
』
（

三
宅

鶴

僊
堂

・

一
九

一
三
年

） 

・

妻

木
直

良

編
『

真
宗
全

書

（
五

一

）
』
（

国
書
刊

行

会
・

一

九
七

五
年
） 

・

妻

木
直

良

編
『

真
宗
全

書

（
六

六

）
』
（

国
書
刊

行

会
・

一

九
七

六
年
） 

・

妻

木
直

良

編
『

真
宗
全

書

（
七

二

）
』
（

国
書
刊

行

会
・

一

九
七

六
年
） 

・

鳥

鼠
義

卿

編
『

三
業
惑

乱

の
始

終

』
（

立

善
寺

・

一
九

七

一
年

） 

・

鳥

鼠
義

卿

編
『

芸
備
の

真

宗
学

侶

』
（

飯

田
印

刷

所
・

一

九
六

六
年
） 

・

中

村
元

「

因
明

入
正
理

論

疏
解

題

」
『

国

訳
一

切

経
和

漢

撰
述

部
（
二

三

）
論

疏

部
』
（

大
東

出
版
社

・
一
九

八
二
年
） 

・

平

松
令

三

編
『

真
宗
史

料

集
成

（

七
）

伝
記
・

系

図

』
（

同
朋

舎

・
一

九

八
三

年

） 

・

広

島
市

編

『
可

部
町
史

』
（

広
島

市
・

一

九
七

六

年
） 

・

龍

谷
大

学
編
『

龍
谷
大

学

三
百

年

史
』
（

龍
谷

大

学
出

版

部
・

一
九
三

九

年
） 


